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ヨーロッパ地域 における帯文土器文化民

の定住 と心性

三 浦 弘 万

第1章 帯文土器文化民の農業生産主体 としての発達

ヨーロ ッパ地域 にお ける自然環境 の推移 は,第4紀 完 新 世 の氷 期 以 後,す で

に紀 元 前8500年 な い し前6800年 ご ろ か ら,温 暖 な ボ レア ル期(Borealzeit)に
はい

入 り,夏 季 に現在 よ り約2.0℃ か ら2.5℃ 高 い気 温 値 を示 す に至 り,地 中海 ・北
もみ まつ

海 の 水 面 が2.5mほ ど上 昇 し た 。 高 地 で は縦(モ ミ属Abies,Tannen,firs),松

(マ ッ属Pines,Kiefern,pines),中 山 地 帯 周 縁 と 低 地 で は セ イ ヨ ウ ハ シ バ ミ

(Corylusave〃anaL.),オ ー ク(ぶ な科 コ ナ ラ属Quercus,Eichen,oak)な ど の 森

林 地 帯 が 広 が り,堅 果(ナ ッツnats),果 実,根 茎,塊 茎 な ど が 人 び と の 食 糧

と な り,堅 果 は 家 畜 の 飼 料 に も さ れ る よ う に な っ た 。 第4紀 の 氷 期 に,氷 河 に

がんせつさいりゆう

よって運ばれた岩屑細粒が融氷水 に洗い出されて,堆 積 し,そ のなにはマンモ

ス,ケ ナガサイ,オ オツノシカ,バ イソンなどの大型哺乳動物の化石が含 まれ,

細粒堆積が風 によって吹 き上げられて出来た軽 くさらさらしていて,あ いだに

問氷 ・亜問氷期の幾層 もの古土壌 を挟み込 んだ ヨーロッパ大陸の レス(風 成
シ ル ト

沈泥堆積層)地 帯(LoBzonen)に 〔図1A,B〕 の よ う に,ヨ ー ロ ッパ 地 域 で は,

前5000年 代 末 な い し前4600年 か ら前3800年 ない し前3600年,さ らに地 域 や 場所

に よ っ て前3200年 ご ろ にか け て の 時 期 に,西 ア ジ ア か らブ ル ガ リ ア(Bulgari

[a]),バ ル カ ン半 島 ギ リシ ャ北 東 部 の テ ッサ リア(Thesali[a])を 経 て,ド ー

ナ ウ川 流 域 を遡 り,ヨ ー ロ ッパ南 東 部 か ら中部 に至 る ドーナウ川 中 ・上流域 を
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〔図1A〕 ヨ 「 ロ ッパ 地 域 に お け る 紀 元 前7000年 か ら 前1500年 の 諸 文 化

(GeschichtederUrgesellschaft,voneinemAutorenkollektivunterLeitungvonH.

Grunet,Berlin1982,S.247,Fig.59に 基 づ き,作 成 。)
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〔図1B〕 エ ル ベ 川 上 流 域,中 ・新 石 器 ・金 属 器 時 期 の 文 化 の 編 年

(J.Luning,GliederungdesNeolithikums,in:Germania74,1996,S.233;H.Kuster,

A.Langu.P.Schauer,ArchaologischeForschungeninurgeschichtlichen

Siedlungslandschaften,1998,S.81,Abb.8に 基 づ き 作 成 。)
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こくせんもん

中 心 と して,初 期 新 石 器 時 期 の 多 様 な 刻 線 文 や 場 合 に よ っ て は彩 色 を施 さ れ た

帯 文 土 器 文 化 に顕 著 な 特 徴 を 示 す 人 び と(Linear-oderLinienbandkeramiken-

kulturleute,LinearPotteryculture'speople)の 生 活 が 展 開 し,「 ドー ナ ウ 川 流

域 文 化 圏 」(DonaulandischerKulturkreis)の 形 成 を み た 。

前 期 帯 文 土 器 文 化 は チ ェ コ ス ロ バ キ ア 中 部 の モ ラ ヴ ァ(Morava,1V.[ahren,

Moravia),オ ー ス ト リ ア 東 部 の ニ ー ダ ー エ ス タ ー ラ イ ヒ(Niederosterreich)

か ら,一 方 は ドイ ツ 中 部 の ヘ ッ セ ン(Hessen),他 方 は エ ル ベ 川 上 流 域,ハ ー

ル ッ 山 地 の 北 前 山(dasn6rdischeHarzvorland)へ と広 が っ た 。 さ ら に,エ ル

ベ 川 上 ・ 中 流 域 ,ラ イ ン 川 上 ・ 中 ・下 流 域 で は,ア イ ル ス レ ー ベ ン

(Eilsleben,Kr.Wanzleben),オ ラ ン ダ の エ ル ス ロ ー(Elsloo,Prov.Limburg)

な ど の 前5250年 ご ろ か ら前4900年 に か け て の 遺 跡 に,刻 線 文 土 器(Linear-od.

し とつ

Linienbandkeramiken)と 栽 培 作 物 ・家 畜 の 遺 物 が 出 土 し,の ち に は 刺 突 帯 文

土 器(Stichbandkeramiken)が 出 土 す る1)(〔 図2〕)。 帯 文 土 器 文 化 は,さ ら に

うずまき らいもん なみがたうず

後期 に,精 細 な 渦巻(Spirale)・ 雷 文(波 形渦,蛇 行 文Maander)の 組 み 合 わ
こす

せ文様の土器,刻 線や擦 り刻み目に赤 ・白色鉱土を充填 して彩色 を施 した土器,
の

人 面 や 牛 ・豚 の 描 写 文 様 の あ る土 器,側 面 や 上 部 に 粘 土 を 造 形 的 に載 せ 付 け た

装 飾 の あ る土 器 が,北 へ,西 へ と広 が っ て 分 布 し た 。 ヨ ー ロ ッパ 北 部 で は,前

5000年 か ら 前3200年 に か け て の 頃,特 色 あ る 中 石 器 最 終 期 の リ フ ル ト文 化

(Lihultculture)と エ ル テ ベ レ 文 化(Ertebφlleculture)が 併 存 し て 発 達 し

(〔図3〕),や が て こ の 地 域 で も刻 線 帯 文 土 器 文 化 の 影 響 を 受 け る よ う に な る。

新 石 器 時 期 初 期(Fruhneolithikum)の 帯 文 土 器 文 化 民 は,後 氷 期(Nacheis-7

Nachkalt-oderNachglazialzeit,c.10000B.P.～idest8000B℃.～)に か か わ る 原 生

林 の 生 態 系 を観 察 し,自 然 環 境 諸 条 件 の 情 報 を感 知 して 対 応 し,自 然 へ の働 き

か け は,そ の 植 生 が 彼 らの 行 な う耕 作 栽 培 経 営(Anbauwirtschaft)に 適 合 した

レス 堆 積 土 壌 地 帯(LoBablagerungsbodengebiet)の オ ー ク(ヨ ー ロ ッパ 中部 に繁

茂 した コナ ラ,い わゆ る西洋 ガ シワ)混 合(混 交)樹 林(Eichenmischwalder)の 周 辺 に

のこぎ りば

住み,工 夫 を凝 らし,石 製 の研削 ・研磨盤 と細 石器の鋸歯などによって研 ぎ,切 り整 え

うが は

た石刃材に,回 転棒 と研磨用砂 を使 って穴 を穿 ち,こ れに木製柄 を嵌め込み,骨 ・角の
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1.刻 線 帯 文 土 器(Linearbandkeramik)の(BylanybeiKutnaHoraボ ヘ ミ ア 出 土)の

装 飾 文 様 展 開 表 示,2～10.刺 突 文 土 器(Stichbandkeramik,4を 除 き,ボ ヘ ミ ァ 出

土)(2,3.Praha.Sedlec,4.モ ラ ヴ ァVicomerice,5.Stahlavice,6.Praha-

Dejvice,7.Galany,8.Bzany,9.Vyskov,10.Melnek),11.縦 溝 文(様)土 器

(kannelierteKeramik.『 レ ン'ジ ェ ルLengyel文 化 に 関 係 し た 新 石 器 晩 期Aneolithikumの 漏

斗 状 杯 文 化Trichterbecherkultur.集 落 に 掘 溝 な い し柵 を め ぐ ら し,土 葬 ・火Korper-

andBrandbestattungenを 伴 う 盛 り 土 墓 ・古Hiigelgraberを も つ 農 民 が 担 う 。)

〔図2〕 帯 文 土 器 と縦 溝 文 土 器(J.Filip,Bohmenu.Mahren,in:Real.d.Germ.Alt.,Bd.3,

1978,S.131,Abb。19,S.134,Abb.20,S.135,Abb.21に 基 づ き作 成 。)
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c.5000-3200B.c.

目theareaoccupiedbytheErteb¢11esocieties

■theareaoccupiedbythefirstfarming(Linearbandkeran〔uk)societies

〔図3〕 中 石 器 最 終 期 リ フ ル ト文 化(thefinalMesolithicLihultculturec.5000-3000B.c,),

エ ル テ ベ1/文 化(theErteb¢llecultureinsouthemScandinavia
,Denmarkandnorth

Germany4500-3200B.c.)お よ び 早 期 農 業 ・刻 線 帯 文 土 器 文 化(thefirstfarming

(Linearbandkeramik)culture)の 分 布 地 域(Ch.Tilley,AnEthnographyofthe

Neolithic,1996,pp.10f.Figure1.1,1.2,P.18,F.1.7,P.51に 基 づ き,作 成 。)
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くくさび お おお の まさかり ち ょう な

懊 で 固 定 した有 柄 の磨 製 石 斧(Beil),大 斧(銭Axt,broadax),靴 型 ・平 型 手 斧

(Dechsel,SchuhleistenkeilandFlachhaken),こ れ で 製 作 ・加 工 さ れ た 土 地 耕

すいせき

起 の木 ・角 製 穴溝掘 り棒(Grabstock),鍬(Hacke),燧 石(フ リ ン トFeuer-

stein,flint)細 片 の歯 を木 製柄 に嵌 め 込 ん だ鎌(Sichel)な どを,道 具 とな る よ

うに合 目的 に作 り,そ れ らを樹 林 の伐 り開 き,住 居 の築 造,土 地 の開 墾 ・耕 作,

作 物 の 収 穫 な どに用 い,一 部 で は焼 き畑 開墾(Brandrodung)が 行 な わ れ た。

耕 作 に初 め は黎(Pflug)は まだ知 られ てい な か った(黎 の確実 な利用 は新石器後
ろうと じようはい

期Spay-undSpatestneolithikumの 漏 斗 ・じ よ う ご状杯 文 化Trichtbecherkultur

にお い て で あ る 〔図2〕 参 照)。 彼 ら帯 文 土 器 文 化 民 は 樹 林 伐 採,焼 き畑 ・開 墾

農 耕 を 大 自 然 に 共 同 体 的 に 働 き か け る 形 態 を と っ て 営 み(gemeinshaftliche

AktionsformderBrand-undRodungsfeldbauwirtschaften),彼 ら の 特 徴 は,

ど うくじよ く　こ う

褥 耕 農 業(Hackbauwirtschaft)の 「移 動 農 耕 」(Wanderfeldbau)を 行 な う

「移 動 農 民 」(Wanderbauerntum)2)が,定 住 化 に 向 い つ つ あ っ た 点 に あ る,と
たにあい

い うことができる。彼 らの多 くは,オ ーク混合樹林周辺の谷間や川端から遠 く
いえや しきぐん

ない所 に,家 屋 敷 群 を設 け,近 くの 開墾 地 で,西 ア ジ ア,ブ ル ガ リア,ル ー マ
ア マ

ニ ア,バ ル カ ン半 島諸 地 域 との 文化 関 連 を通 じて伝 え られた穀類,豆 類,亜 麻,

野 菜 な ど を 栽 培 し,ヒ ツ ジ,ヤ ギ,ウ シ を枝 葉 ・干 し草 飼 い(Laub-und

Heu舳tterung)の 舎 飼 い,家 屋 敷 地 な い し集 落 の柵 囲 い飼 い(Pferchung)と 森

林(樹 林)間 放 牧 地(Waldweide)へ の放 牧 に よ って飼 育 し,ブ タ には,森 林 放
ひく い こ

牧 に お い て オ ー ク の 実 ・ど ん ぐ り を食 べ さ せ た 肥 育(Eichelmast,肥 え させ飼 い

Viehmast)が,行 な わ れ た(森 林 放 牧地 利用Waldweidegangoder-nutzung)3)。

ヴ ュ ル ム 氷 期 後 期 か ら後 氷 期 へ の 推 移 の 過 程 に お け る上 記 の 自然 ・生 物 環 境 の

変 化 の も とで,北 緯 中 緯 度 地 帯(thenorthmidlatitudes)で も,コ ム ギ,オ オ

ム ギ な ど の 栽 培 と ウ シ,ブ タ,ヒ ツ ジ な ど の 飼 育 と い う 農 業 生 産 方 法

(agriculturalmodesofproduction)が 定 着(fix,Stabilitat)し つ つ あ っ た4))。

西 ア ジ ア で す で に 前9000年 か ら前7000年 ご ろ に か け て 栽 培 化 さ れ た 一 粒 系

優 萄探Chromoson㍉chromosome14本 築 色体 基 薮Genom,genome7の2倍 数
しよう

2倍 体diploid)の 野 生 小 コ ム ギ(T7薦c駕7πmonococcumL.)が,ヨ ー ロ ツ パ へ
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冬 穀 の栽 培 種 と し て伝 播 し た ヒ トツ ブ コ ム ギ(Tゐoeo漉 π伽Boiss.,Einkorn),

二 粒 系(染 色体28本,ゲ ノム7の4倍 数,4倍 体tetraploid)の エ ンマ(一)コ ム ギ

(フ タツ ブ コムギ,イ ラク北部 クル デ ィス タ ン高原 の ジ ャル モjarmo初 期 定住 農耕 村 落

遺 跡 の前6750年 か ら前5000年 代 に至 る15層 中の最 下層 に,野 生種7=dicoccoidesと 栽

培 種T.dicoccumSchiibl.,Emmerが 確 認 さ れ,ヨ ー ロ ッパ へ 栽 培種 が 伝 播),西

ア ジ ア に お け る 栽 培 過 程 で,4倍 体 の ス ペ ル ト系 コ ム ギ と野 生 タ ル ホ コ ム ギ

(Aegゴ10Pεsgπ αγγosαL.)の 異 種 交 配(雑)・ 変 異 に よ っ て 生 ま れ た小 粒 の 三 な い

し四 粒 系(染 色体42本,ゲ ノム7の6倍 数,6倍 体hexaploid)の 豊 満 粒 で,収 穫

量 の 多 い 普 通 系 パ ン コ ム ギ(7=αes伽%㎜,の ち前3000年 ごろ まで に ヨー ロ ッパ に広

範 に秋 蒔 きと して伝 播 ・栽 培 され,環 境適 応 性 の高 い性 質 の この パ ンコム ギ は,や が て

ヨ0ロ ッパ 北 部 で春 蒔(播)き 種 が つ くられ た),ま た 根 張 りが 浅 く,や や 耐 寒 ・

かん ばつ ニジヨウ ヤバ ネムギ

耐 雪 性 が低 く,湿 害 ・干(旱)越 に 弱 い 二 条 オ オ ム ギ(矢 羽麦,ビ ー ルム ギ

Hoγd磯 物d説 ゴc勧魏L.こ れは西アジアの乾燥地帯 を自生地とした野生ニジョウオオム

ギHspoη 伽 例 祝C.Koch.が,イ ラ ク山 岳 地 帯 で前7000年 ご ろ まで に栽 培 対 象

と され,上 記 の ジ ャル モ遺 跡 の最 下層 か らエ ンマ(一)コ ム ギ と と もに出 土 し,

栽 培 種 ニ ジ ョウ オ オ ム ギ が秋 蒔 き ・春蒔 き品種 とな って ヨー ロ ッパ 各地へ伝
タジ ヨ ウ ロク ジヨ ウ シ ジヨ ウ フセ イジ ヨウ

播),多 条(普 通)オ オ ム ギ ・六 条 オ オ ム ギ ・四 条 オ オ ム ギ(不 整条 オ オ ムギ。

栽培 種 ニ ジ ョウオオ ムギが,メ ソポ タ ミア地域 で,前7000年 ごろ,変 異 して,タ ジ ョウ

オ オ ム ギH.vulgareの ロ ク ジ ョウオ オ ムギ 且 ゐεκαs批ん伽,シ ジ ョ ウ オ オ ム ギH.

観rα 鋭c勧 観,H.irrregulareが で き,ヨ ー ロ ッパ へ伝 播),コ ム ギ,オ オ ム ギ に 混

在 して い た もの が 栽 培 種 化 さ れ て,寒 さ の 厳 し くな い 地 域 の 土 地 に適 応 して い
エ ンバ ク

っ た 燕 麦(マ カ ラス ムギ,オ ー トムギAvenasalivaL.こ れ は中央 ア ジアの カ ラス ム

や

ギAvenafaquaL.に 由来 す る),耐 寒 性 が あ り,痩 せ 地(barrensoils)と 酸

性 ・アル カ リ性 両 土 壌 に適 応 す るスズメノチ ャヒキ属 ライムギ(カ フ カス,小

ア ジ ア原 産 で,コ ム ギ,オ オ ム ギ の混 生 か ら分 離 ・作 物 化 された コムギ と近縁

キビ

のSecalecerealeL.Bromussecalinus,Ro99entrespen),黍(中 央 ・東 ア ジ ア の

温 帯 地 域 が 原 産 地 で,ヨ ー ロ ッパ へ は 中 石 器 時 期 に 伝 播 して い たPanicummiliaceum

ア ワ

L),粟(8e置 α磁 磁1jcαBeaux.コ ア ワvar.germanicumTrin.ユ ー ラ シ ア夏 季 雨



(IZS}

サ バ(�}ナ

気 候 帯 の 東 ア ジ ア とア フ リカ中部 の熱帯 草原saban[n]a[h]に 野 生 し た エ ノ コ ロ グ

サSetariaviridis(L.)Beauv.か ら分 化 し,ヨ ー ロ ッパ 地 域 へ 伝 播 し た),耐 寒
エ ン ドウ

性 の碗豆(西 ア ジ ア で野 生 して い たP融 η 勧 禰1eBoissetN6eが 栽 培 種 化 さ
ヘ ン トウ

れ たIRsα 孟蜘 彿L.),レ ン ズ マ メ(扁 豆,ひ らまめ。 西 ア ジア ・東 地 中海 沿岸 原 産

で 野 生 して い たLensθ3cω1e撹 αMoenchが 栽 培 種 化 され たLensculinarisMedik

lentilS)な ど の 豆 類,油 を含 む 実 を 食 用 に し,茎 表 皮 に近 い 靭 皮 繊 維 を 衣 服 の

ア マ ケ シ ヶ シ

材料 と した亜麻(カ フカス山麓原産のL漁 ㎜ 幅 励'55珈 魏π魏L.),芥 子 催 粟。
ニ ンジン

ヨー ロ ッパ 東 部 原 産 のPapaverL.,Mohne,poPPies),採 集 な い し栽 培 さ れ た 人 参(カ フ

カ ス,中 央 ア ジ ア の 野 生 種 が ア フ カ ニ ス タ ン地 域 で 栽 培 さ れ,伝 播 し,ヨ ー ロ ッパ 原 産

と い わ れ る に 至 っ たDaucuscα γo♂αL.,Mohrruben,Karotten,carrots),あ か ざ

シロザ

(黎)科 白 黎(シ ロ マ カ ザ ・ギ ンザChenopodiumalbumL.ユ ー ラシ ア大 陸原 産),
タデ

蓼(Polygonum}な どの野 菜 ・野 草 ・香 辛 料 を,性 質 と各 地 域 の 自然 環 境 条件

に 適 合 した 秋 蒔 き あ る い は春 蒔 き と し て 栽 培 し,こ れ ら が 労 働 対 象

(Arbeitsgegenstand,subjectoflabour)と され た5)。

す なわ ち,ヨ ー ロ ッパ 中部 か ら北 部 の新 石 器 時期文化群 の もとで,西 ア7ア

か ら継 受 して ヨー ロ ッパ 南 ・中部 で比較 的長 いあいだ栽培 されていた0粒 系 ヒ

トツ ブ コム ギ は,ス ウ ェー デ ン南 部 の乾 燥 気 味 の 山地 で も,栽 培 され る よ うに

な り,ヨ ー ロ ッパ 南 部 か ら中部 にか けての ドーナ ウ川 中 ・上流域,ボ ーデ ン湖

周 辺 ・ネ ッカ ー川 ・ラ イ ン川流域 な どの平地 の帯文土器文化民 の もとで は,は

じめ ヒ トツ ブ コ ム ギ と混 合 栽 培 され,や が て ヒ トツ ブ コ ム ギ との栽 培 比率 が

0.8対10か ら0.3対10と い う よ う に,ヒ トツ ブ コム ギ に対 して 高 率 を示 す に至

った二粒系エ ンマ(一)コ ム ギの 著 しい栽 培 が,み られ る よ う にな る。 他 方,

ポ ー ラ ン ド地 域 お よび南 西 ドイ ツの アル プス山麓地域 の帯文土器文化 民の諸定

住地で は,三 ・四粒 系 普 通(系)ス ペ ル トコム ギ(大 スペル トコムギまたは ドイッ

コムギともいわれるT.vulgare,T.εpe伽L.)カ §栽 培 され た。 な お,北 方 で は,

ス ウェ ー デ ン 中 ・南 部 の 帯 文 土 器文化民 の もとで,普 通(系)ス ペ ル トコ ム ギ

につ い て,そ の 出 土 したわ ず か な遺 跡 が あ るに とどまる。 ヨー ロッパ 中部 に6

倍 体 裸 性 の パ ン コ ム ギ(Tαe鋭 捌吻,ス イ ス の ヌ ー シ ャ テ ル 湖(Lacde
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Neuchatel)岸,コ ル テ ヨ(Cortaillod)湖 上 ・杭 上 住 居 群(Pfahlbauten)な ど

の 遺 跡 に,普 通(系)ク ラ ブ コ ム ギ(ゲ ノ ム6倍 体,裸 性 ・密 穂 コ ム ギ τ

αe5伽OCO即 α伽 魏)の 栽 培 さ れ て い た こ と が,認 め ら れ る 。 エ ル ス ロ ー

(Elsloo)で は,前5000年 ご ろ に,ヒ トツ ブ コ ム ギ,エ ン マ(一)コ ム ギ お よ

び ケ シ と と も に,ス ズ メ ノ チ ャ ヒ キ(雀 茶 挽)属 ラ イ ム ギ(Bromussecalinus,

Ro99entrespee,ryes)が,冬 作(穀)物 と して,栽 培 さ れ て い た 。 ま た,ヨ ー

ロ ッパ 中 ・東 部,や が て は北 部 に お い て ,エ ン マ(一)コ ム ギ と地 域 的 に も時

期 的 に も違 い を な して 栽 培 さ れ た 多 条 オ オ ム ギ,そ の な か で,山 岳 地 帯 に お い

て 「ロ ク ジ ョ ウ オ オ ム ギ,平 地 地 帯 で シ ヨ ウ オ オ ム ギ,他 方,コ ム ギ,オ オ ム ギ

や

の育 ちに くい泥炭 地 砂地 な どの痩せ地 に,エ ンバ ク と,と りわ け凶作 に強 い

ラ イ ムギ,中 部 ヨー ロ ッパ 南 ・東 部 にキ ビが,そ れ ぞれ 栽培 され,中 部 ヨー ロ

ッパ の 帯 文 土器 文化 民 の諸定住地域 において,そ れ らの ム ギ類 に加 え て さ らに

エ ン ドウ,レ ンズ マ メが盛 ん に栽 培 され た。亜麻 は ドーナウ,ラ イ ン両 川 上流

域 の南 ドイ ッ,ス イス で栽 培 が見 出 され,杭 上 住 居 遺 跡 か ら も,亜 麻 が 出土 し

てい る。

人 び とは,元 来,大 自然 の特 別 な恵 み(diebesondereGunstderNatur)の

も とで,自 然物 に採 集 ・狩 猟 ・漁 労 を行 っていた段 階 において,す で に,あ る

すみか

期 間,洞 窟 ・岩壁 ・川 ・池 ・湖 の岸 辺 な どの住処(栖dwelling)付 近 の 樹 木 に
めじるし

目 印(mark)を 付 け,採 集 ・狩 猟 ・漁 労 地 域 水 域 の 一 部 に境 を定 め,テ リ ト

リー(生 息域territory)を 得,あ る い は 柵 を 設 け る な ど,住 処 の 安 全 と食 糧 の

確 保 に 努 力 し,他 の 集 団 や 個 人 の 侵 入 に 対 して 防 御(defense)す る縄 張 り(一

区 域Revier,Territorium,territory)を 保 持(Halten,hold)し て い た が,い ま

や 農 業 生 産(agrarischePr・dukti・n)へ の 移 行 が 始 ま る と,文 字 通 りの 「生 存

し て 活 動 す る 範 囲 」(sphereofdailyexistenceandactivity),畑 地 域

(Ackererdeund-gebiet)を 含 め だ 生 活 領 域 な い し生 活 圏(Lebensbereich)を

獲 得 して,定 住 生 活 方 法(seBhafteLebens)を 確 実 に 進 め つ つ あ っ た 。 彼 ら は,

互 い に共 同 体 的 に,出 来 る だ け 自然 力 を 本 来 の 形 に お い て 働 か せ る 状 態 で,生

産 諸 力(Produktiv-oderProduktionskrafte,productiveforces)を 発 達 さ せ て
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い たが,そ れ ゆ え 自然 条 件 の変 動 に大 き く制約 され,そ の農 業 の発 達 には,原

初 的 な形 態 の社 会 的 な土 地 所 有 のあ り方そ の ものが,深 く関係 して い た。 そ し

て,彼 ら住 民 が農 業 を生 業(Nahrungserwerb)と して営 む こ と に基 い て,農 業

の特 質 と当 時 の発 達 段 階 にお ける農業の置かれ た位 置(Station)か ら,土 地 と

一 部 の生 活 資料 を共 同社 会 全体 で占有(Besitz ,possession〈lad.possidere)す

る 集 団 共 同 的 ・…集産 的(kollektiv)共 同 社 会 組 織 が 発 達 し,農 業 の発 達 ・伝 播
ま と

し て い っ た 地 域 に,そ れ ぞ れ 特 有 な 纏 ま り の あ る 居 住 ・定 住 様 式 ・形 態

(Wohn-undSiedlungsweiseoder-form)が 出 現 した6)。

す な わ ち,具 体 的 に考 察 す る な ら ば,ヨ ー ロ ッパ 南 東 部,ブ ル ガ リ ア の ノ
ノ

バ ・ザ ゴ ラ(NovaZagora)近 くで,エ ヴ ロ ス(Evros),マ リ ツ ァ(Maritsa)

両 川 上 流 域,支 流 ア ズ マ ク(Azmak)川 渓 谷 の カ ラ ノ ー ヴ ォ 丘(Karanovo,

Karanobomound,tell)の,新 石 器 時 期(7000/6500-2000/1900s.c.)に 属 す る

磨 製 石 ・器 を伴 う前6500年 か ら前5500年 ま で の あ い だ の 遺 跡7)に,多 く は 長 方

形 住 居(長 住 居Langhaus,longhouse4.8m×7.2m,6.7m×7.Om,4.Om×4.Omな どの

規 模)3棟 か ら5棟 の,1棟 あ る い は 複 数 棟 に 居 住 した 諸 複 合 大 家 族 共 同 態

(KomplexgroBfamilien)力 洪 通 の 小 道(path,lane)を 挟 ん で 塊 状 あ る い は 列 状

に ま と ま り,全 体 で6棟 な い し10棟 ほ ど か ら な る 群 定 住(GrupPensiedlung),

ア ル トヴア イラ 　

古 小 集 落(小 村)定 住(Haufen-andReihen-Altweilersiedlung)が 発 達 し,定 住

地 近 くの 開 墾 され た 畑 と放 牧 地 で,コ ム ギ,オ オ ム ギ,エ ン ドウ,レ ンズ マ メ,

ソ ラ マ メ が 栽 培 され,ヒ ツ ジ,ヤ ギ,や が て ウ シ,ブ タ が 飼 育 さ れ て い た 。 住

居 の な か に は,住 居 内 の土 中 に埋 葬 の 行 な わ れ て い た もの が あ り,各 住 居 に は,

炉 が 設 け ら れ,壺,動 物(ヒ ッ ジ,ヤ ギ,や や の ちの時 期 に は ウ シ,ブ タ)・ 人 形

の 土 偶 が 置 か れ て い た 。 ま た,岩 石 や 石 ・角 製 の 道 具 に,伝 承 ・説 話 に 従 っ て

(lagendary),動 物 ・人 形 が 刻 み,描 か れ,土 偶 の 造 形 と と も に,ミ ュ ー一 トス

信 仰(dermythischeGlaubye,mythicalfaith)を もつ 定 住 共 同 体 が 窺 わ れ る8))。

そ の よ う な 定 住 形 態 の セ ル ビ ア,ド ー ナ ウ 川 と そ の 支 流 サ ヴ ァ(サ ー一バSava)

川 との 合 流 点 地 域 の ベ オ グ ラ ー ド(Beograd,ベ ル グ ラ0ドBelgrade)近 傍,ス

タ ル チ ェ ヴ ォ(Starcさvo)の 前6000年 な い し前5500年 か ら前4000年 ま で の あ い
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だ の,ま た そ の 近 く の ヴ ィ ン チ ャ(Vinca)の 前4000年 な い し前3500年 ま で の

諸 定 住(〔 表1〕)に,集 落 住 民 共 同 で,堅 い 石 材 が 調 達 さ れ,各 住 居 内 で 石 製

道 具 を製 作 し,炉 で 土 器 が 焼 か れ,そ れ ら の 製 品 に,集 落 ・地 域 的 に顕 著 な 共

通 の 特 徴 が み られ る 。

プ ル ー ト(Prut),ド ネ ス トル(Dnestr,Doniester)両 川 流 域 の ル ー マ ニ ア,

モ ル ダ ヴ ィ ア,ハ ン ガ リ ー 平 原 東 部 の ドー ナ ウ 川 に 流 れ 込 む テ ィサ(テ ィー サ

hungari.Tisza)川 の 支 流 ケ レス(コ ェ ロ ェ シュKoros)川 流 域 に 至 る カ ラ ノ ー

ヴ ォ ー ス タ ル チ ェ ヴ ォ ー ケ レス 文 化 に一 つ の 典 型 的 な例 を み る ドー ナ ウ 川 と そ

の 支 流 域 に お け る 「初 期 新 石 器 農 耕 作 物 栽 培 ・家 畜 飼 育 民 文 化 群 」

{friihneolithische,DonaulandischeGruppenderFeldbauern-undViehzuchtern

Kulturenザ ー グロス 山 麓 クル デ ィス タ ン高原,ア ナ トリア半 島,地 中海 東岸 の穀物

栽 培 ・家 畜 飼 育 農 業 技 術 の 影 響 を 受 け て 発 達)に 由 来 し て,帯 文 土 器 文 化

(BandkeramischeKultur)が 発 達 し た 。 「ドー ナ ウ(川 流 域)初 期 新 石 器 ・新 石

器 第1期 文 化 」(Donaulandische,friihneolithischeKulturI)に 属 し た 最 古

期 ・古 期 〔刻 線 〕 帯 文 土 器 文 化(diealtesten,alteren〔linear-・derlinien〕

bandkeramischenKulturen)は,レ ス 土 壌 堆 積 地 帯 に 沿 っ て,ブ ル ガ リ ア,

ル ー マ ニ ア か ら ドー ナ ウ 川 を 遡 り,セ ル ビ ア,ユ ー ゴ ス ラ ヴ ィ ア 地 域,オ ー ス

トリ ア の ニ ー ダ ー エ ス タ ー ラ イ ヒ,ラ イ ン川 上 流 域 の ドイ ツ 南 部 か ら 中流 域 の

ヘ ッ セ ン,ラ イ ン ラ ン ト,ヴ ェ ス トフ ァ ー レ ン,フ ラ ン ス 北 東 部 か らベ ル ギ ー,

オ ラ ン ダ を流 れ る ム ー ズ(ミ ューズMeuse,マ ースMaas)川 流 域 へ,ま た ハ ン
v

ガ リ ー,チ ェ コ,ス ロ ヴ ァ キ ア 地 域,そ の チ ェ ヒ ー(Czech.Cechy,Bohemia,

Bohmen),モ ラ ヴ ァ(Czech..Morava,Moravia,Mahren)南 東 部 か ら ザ ー レ

くだ

(Saale),エ ル ベ(Elbe)両 川 を下 り,ハ ー ル ツ 前 地(Harzvorland),や が て レ

ス 土 壌 堆 積 地 帯 の 北 境 を越 え た ヴ ァ ル テ(Warthe),オ ー デ ル(Oder)両 川 流

域 の 新 氷 堆 石 層 地 帯(Jungmoranengebiet)へ と広 が っ た 。

ヨ ー ロ ッパ 地 域 に お け る 農 耕 文 化 の 西 方 伝 播 の 一 つ の 起 点 と み られ て い る ボ

ヘ ミ ア ー モ ラ ヴ ァ(Bohemia-Morava,Bohmen-Mahren)に 近 い バ ー ゼ ル

(Basel)の 南,ラ イ ン川 上 流 域 の 支 流 ビ ル ズ イ ヒ(Birsig)川 渓 谷 の レ ス 地 帯,
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〔表1〕 ヨーロッパ地域 における紀元前の全体的な若干の遺跡の放射性炭素
14Cに よる年代測定値の比較一覧

遺 跡 名 国 名 時 代 文 化 測 定 年 代

パ ヴ ロ フPavlov チ ェ コ 旧石器
グ ラ ベ ッ ト

文化
24,goo±sooB.P.

レ・・セ ジ ーLesEyzies フ ラ ンス 〃
オリニ ヤ ツ

ク文化後期
23,600±800〃

ラ ス コ ー-Lascaux 〃 〃
マ ドレーヌ

文化初期
15,516±900・ ク

ラ ・ガ ラ ン ヌ(サ ン ト=コ ロ ン ブ)

LaGarenne(Sainte-Colombe)
〃 ク

マ ド レー ヌ

文化
12,986±560〃

ス タ ー ・カ ーStarCarr イ ギ リス 中石器
ス ター カ ー

文化
7,538±350B.C.

ヴ ィ ンチ ャAVinca
ユ ・一 ゴ フ

ラ ヴ ィ ア
新石器

ドナ ウ文化

第1期
40no±85〃

ヴ ィンチ ャD 〃 ク
ヴ ィンチ ャ

文化
3,645±160〃

ゴル ニア

GorniaTuzia

ト ゥ ズ ラA

〃 〃
ス タ ル チ ェ

ヴ ォ文化
4,440±75

トゥズ ラB 〃 〃
ヴ ィンチ ャ

文化
3,380±60

ヘ ー ル レ ンHeerlen オ ラ ン ダ 〃
帯文土器文

化
4×70±so

ア イ ス レ ー ベ ンEisleben、 ド イ ツ 〃 〃 3,953±80〃

ク ク テ ニACucuteni ル ー マ ニ 〃
ククテニ文

化
3,130±80〃

ナ ッシ ェ ン ドル フ

Naschendorf

ア

ド イ ツ 〃
じょうご形

杯文化初期
3,060±105ク

ル カ ド ゥー ルRoucadour フ ラ ンス 〃
シヤッセー

文化前期
3,230±140〃

シ ヤ ツセ ー
〃 〃 〃

文化後期
2,320±125〃

ア ン ロ ーAnloo オ ラ ン ダ 〃
巨石墓文化

後期
2,210±55〃

ス トウ ンヘ ン ジ

Stonehenge(Salisbury)
イ ギ リス 青銅器

巨石墓文化

後期
1,848±275〃
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ボ ッ トミ ンゲ ン の ブ ル ー ダー ホ ル ツ(BruderholzinBottmingen)台 地 に,帯

文 土 器 文 化 民 の,硬 くて緻 密 な質 の石 英 を主 体 と した変成岩 の珪 岩(Quarzit.
そ けず

火打 ち石 ・燧 石Silex,Feuerstein,Kiesel)製 で,獣 皮 の 削 ぎ取 り,木 ・骨 の 削

さ つ き そ う き

り,建 物 用 材 の加 工,農 耕 の土 削 り取 りに用 い られ た削器(掻 器,ス クレイパ ー

Kratzen,scraper)が 多 数 出土 し,帯 文 土 器 の 成 形 ・焼 成 と並 行 して,多 様 な

削 器 製 作 が盛 ん に行 な わ れ てお り,チ ュ ー リ ヒ(Zurich)の 東,グ ラ ィ フ ェ ン

湖(Greifensee)岸 の シ ュ トー レ ン ・ヴ ィ ル トス ベ ル ク(Storen-Wildsberg)

で は,根 茎 ・塊 茎 ・堅果 の ほか,穀 物 を も砕 き細 か くす る た め に用い た石英班
ひきうす

岩(Quarzge-Porphr)製 の 破 臼(挽 臼Mahlstein,handmill)の 製 作 技 術 が 発 達
したいし

し,研 磨 さ れ た 合 わ せ 面 に ま だ 放 射 状 の 溝 は 刻 ま れ て い な い 下 石(Unterlage.

楕 円筒 形,長 軸 ・短 軸 ・高 さ28.5・23.0・10.7cm,重 量8.3kg,40.5・26.5・15.6cm

す つぶ

などの平均重量24.2kg)41個,回 転 石(Laufer,揺(磨)り 潰 し石Reibstein,楕 円筒

形25.5・20.8・8.Ocm,4.4kgほ か,平 均重量3.6kg)66個 が 出土 し9),盛 ん にi穀物

が 栽 培 され て い た こ とを,裏 付 けて い る 。

ア ナ トリアか ら移住 し,あ るい は そ の地 域 か らの文 化伝 播 を受 け,他 方 また

バ ル カ ン,テ ッサ リア方 面 か ら白地 に赤 色 の彩文 を付 けた土器の製作 を継承 し

ていた上記の前6500年 か ら前5000年 に及 ぶ時 期 の あ い だ の ブ ル ガ リア地域 カラ

ノーヴ ォの人 び とは,早 期 農 業 に起 因 した移 動 的生 活 に続 いて,次 第 に小 路 の
つら

両側 に住居 を連ねて建て,古 小集落(小 村)を 形成 し,丘 の上の墓地 に,家 並

みと似 た並び方で,伝 統的に埋葬を行 なうようにな り,農 業の発達 とともに,

「家族が住居 に居住 し,墓 地のある生活」が,彼 らの定住性 を強め,彼 らに共
ア イデ ンテイ テイ 　

通 した 独 自 性(commonidentity)を 伴 って 生活 の基 盤 を な し,彼 らの心 の

安 定 性(stabilityofmind)を 持 続 させ,文 化 を発 達 させ て い たlo)。 ラ イ ン,

ム ーズ 両 川 間の 森林 地 帯 にお け るメルツバ ッハ(Merzbach)渓 谷 で は,前5500

年 か ら前5000年 まで の あ い だ にs小 集 落 の 中央 に長 さ25mに お よぶ大 規 模 な建

物 が 設 け られ,そ れ を囲 む よ うに,相 互 に10mと は離 れ て い ない 長 方 形住 居 の

お よそ3棟 か らな っ てい た定住 は,各 住 居 が12年 な い し30年 ほ ど住 ま われ て増

改 築 され,こ の 定住 地 が3,4代(1世 代約30年)を 経 て,渓 谷 に沿 いi数100m
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シ ル ト

離れ た他 の グルー プ と一緒 になって,渓 谷 の ロ ー ム(砂 ・微砂 ・粒土の混合)土

壌 の 肥 沃 な レス堆 積 層(LoBboden,loesssoilofloams)の 比 較 的小 規 模 な耕 地

で コム ギ を栽 培 し,放 牧 地 で ウシ を飼 い,長 方形 住 居6,7棟 な い し15棟 に居

住 す る に至 っ た 諸 家 族 共 同態 か らな る小 村定住(Weilersiedlung)が,形 成 さ
ぐんそう ぼ

れていた。一族 ・集落 の共 同墓地 に死 者が1体1体 個 別 に埋 葬 され た群 葬 墓 の

状 態 に依拠 して,住 民 は7世 代 ない し13世 代 を経 て,全 体 で 延 べ100人 を越 え

る人 数 で住 む よ うに な っ て いた,と 推 測 され る。 この よ うな定 住 状態 は,ム ー

ズ 川 の 支 流 ル ー ア(Rur,Roer)川,ラ イ ン川 の支 流 エ ル フ ト(Erft)川 の 渓 谷,

オ ラ ン ダの リムブ ル ク(Limburg)な どの 遺 跡 で も,認 め られ る。 当 時 の これ

らの定 住 の実態 は,一 般 に共 同の広 場 や建 物 を囲 む諸住居 の構造 ・規模 ・配置

な どにおいて,特 定 の住 居 居 住 者 が まだ経 済 的 に抜 きんでて優位 に立つ ことの

顕 著 で ない小村(Weiler)で あ っ た とみ る こ とが で き る。 ネー デル ラ ン ドの

ゲー レー ン(Geleen)で は,前5000年 ご ろ,レ ス 地 帯 の 川 沿 い の 水 郷 沃 野

(FluBauen)で,と りわ け オ ー ク混 合 樹 林 の脇 近 くの,樹 木 が ま ば らで,樹 林

が 透 け て い た 開諮 地(lichterWald,Waldlichtung,opening)に,5棟 の長 方 形

住 居(幅6～7m,長 さ30～40m)に 住 ん だ帯 文土 器 文 化 民 の複 数 の一族 ない

し氏族 か らなる小集 落の村落(kleinesBauerndorf)`-発 達 しユ1),〔図4〕 の よ

うに,復 元 され てい る。前4000年 代 の帯 文 土 器 文 化 民 の集 落 の なか には,編 み

枝 粘 土 塗 り壁 と柱 列 とを特 徴 とし,そ れ ぞ れ の住 居 の あい だ に建 築構造上大差

が な く,そ れ らの切 妻屋 根 長 方 形 住 居 の 内部 に,炉 や竈 を伴 う調 理場,穀 物 や

道 具 製 作 材料 な どの貯 蔵 ・収納 場所,乾 燥(干 し草)置 場,寝 室 な ど,部 屋 の

機 能 区分 の行 な われ た長 方 形住居(平 均幅5～7m,長 さ25m,な かには長 さ35

mに 延 びた もの もある)の27棟 ほ どが,こ れ ら とそ れ ぞ れ組 を なす よ う に小建物

を付属 させ,全 体 で約3.3haと1.4haほ どの2地 区 の広 が りを なす 周 濠 と柵 囲

い の なか に,お そ ら く氏 族 秩 序(SipPen-oderLokalklanordnung)で 纏 ま っ て

い た と推 測 され る村 落定 住(Dorfsiedlung)が,生 ず る に至 る 。

比 較 民 族 学 的(komparativ-ethnologisch)・ 文 化 人 類 学 的(kultur-anthro-

pologisch)に 捉 え る こ とので きる人類 群 最古 の生活様式 ・文化形態 に関 しては,
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ま だ 氏 族 組 織(Clan-undSipPenwesenoder-organisation),氏 族 共 同 態

(SipPengemeinschaft)な い し 氏 族 集 団(Sippenverband)と 呼 び 得 る も の は 存
ウアホルデン

在 して い な か っ た,と い う こ と が で き る 。 原 始 群(Urhorden)の も とで,母 ・

父(女 性 ・男 性)双 系 の 家 族 群(bilateraleFamilien)が 形 成 さ れ 得 る と考 え ら
ホルデ

れ る が,野 獣 狩 猟 に重 き の 置 か れ た 群(Wildbeuterhorde)で は,狩 猟 対 象 で

あ る 野 獣 を 追 っ て 走 り回 り,獲 物 を 分 け 与 え る 処 置(huntingawayanddown

treatmentsofthegame-distribution)と テ リ ト リー の 確 保 へ の 対 処 か ら,父 系

的 傾 向(vaterlicherZug)を 帯 び,父 親 の 死 亡 に 際 し,残 さ れ た 者 た ち に よ っ

て,亡 父 で あ る被 埋 葬 者 に 狩 猟 具 を は じめ,諸 道 具 と多 量 の 肉 が 副 葬 さ れ,女

性 の 死 者 に は,男 女 と も に添 え られ る装 身 具 は 別 と して,そ の よ う な 副 葬 品 は

少 な い と い う 内 容 の 事 例 が,挙 げ ら れ る 。 し か し,古 い 時 期 に 単 系 原 理

(unilateralePrinzipien)は,存 在 した と して も,萌 芽 的 にす ぎ な っ た,と み ら

れ る 。

時 が 経 過 して,諸 地 域 グ ル ー プ(Lokalgruppen)の あ い だ で,一 方,自 分 た

ち 一 族 外 か ら 配 偶 者 を 得 る 婚 姻 が 確 保 さ れ,他 方 で 労 働,生 活 過 程

(Arbeits-undLebensprozeB)に お い て,身 体 的 に 力 を 要 す る 樹 林 伐 採 ・住 居

建 築 ・土 掘 り起 こ し と家 畜 放 牧 の 農 業 が 発 達 す る に 及 ん で,そ れ に 取 り組 む 男

性 の 単 系 的 温 床 が 醸 成 さ れ る12)。 彼 ら男 性 た ち が 開 墾 ・農 耕 ・家 畜 放 牧 の 実 際

上 主 な担 い 手 と して 登 場 しつ つ あ っ た 際,原 始 群 の そ れ ま で,住 処,「 営 み の

火 」,採 集 ・狩 猟 ・漁 労,埋 葬 な ど の 生 活 の 場 で 纏 ま っ て い た 従 来 の 共 同 態 的

関 係 に,さ ら に耕 地,牧 草 地,放 牧 地 に係 っ た 生 産 の 場 で 纏 ま る 新 た な 共 同 態

的 関 係 の 側 面 が 加 わ る こ と に な っ た 。 原 始 群 の も とで,血 族 ・親 族 ・一・族 関 係

な い し 血 族 ・ 親 族 ・0族(blutsverwandtschaftliche,verwandtschaftliche,

anverwandtschaftlicheVeraltnisseundVerwandtschaft,Geschlecht)の 生 成 に

よ る 原 始 群 の 内 的 組 織 化(定 住 主 体 の 「細 胞 分 裂 的」 確 定 化dieStabilisierung

desSiedlungssubjektdurch�dieZellteilung"derUrhorden,stabilizationby

"cell-division"intheinsideofband)と 原 始 群 の い わ ば 「原 形 質 的 」 変 化(die

VeranderungdesProtoplasmasderUrhorden,protoplasmaticchangeofband)
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きた

を来 して,土 地 の 農 業 へ の 利 用 が 行 な わ れ,原 始 群 の 先 占(占 取 ・占領

Okkupation〈lat.occupatio〈capere,先 占取得Aneignung)し て い た縄 張 り地 域

に,原 始 群 を構 成 してい た複 合大 家族13)で あ る1棟 な い し複 数 棟 の住 居 居住 者

た ち を内包 し,共 通 の祖 先 か ら出 自す る と信 じたであろ う親族 ない し氏族共同

態 の成員が,開 墾 地 を整 え,放 牧 地 ・採 草 地 を備 え,縄 張 り地 域 の一 部分 を 占

有(Besitz,事 実上の占tatsachlicheUmfassung)し,そ の 個 別 的利 用 の進 行

に よ って,占 有 地 の専 有化(ApPropriationierung)に 向 う に至 っ た 。 そ こで は,

人 び とは確 か に生 物 固体 と して住居 の なかで道具 を作 り,住 居 近 くの 小 地 面 で

穀 物 を栽 培 し,住 居 の脇 や 一部 住 居 内 で家 畜 を飼 っていた側面が ない わけで は

なかったが,し か し道 具 の材 料 を,血 縁 と相 互 の支 え合 い で纏 まっ た家族 ・親

族(Verwandtschaft)・ 一 族(Geschlecht)な どで調 達 し,工 法 ・図案 ・文 様 の
そえつけ

添 付 も一 族 的,小 集 落 的 伝 統 の 継 承 の も と に あ り,住 居 の 建 築 や 先 占 地 内 の 開

墾 地 ・放 牧 地 ・採i草 地 の 設 定 と拡 張 が,親 族 ・一 族 ・氏 族(Clan,Gens)に よ

っ て 行 な わ れ る と,こ れ らの 共 同 態 が,先 占 さ れ た 土 地 に対 す る 共 同 の 部 分 的

な 占 有 お よ び 専 有 の 主 体(dasgemeinscheftliche,gemeinsameBesitz-und

Appropriationssubjekt)と な る に至 っ て い た の で あ る 。

近 隣…共 同 態 と の 交 流 ・交 渉 過 程 に,外 婚 制 と農 業 生 産 の 主 体 と し て確 か な 地

歩 を 獲 得 しつ つ あ っ た 氏 族 共 同 態14)(親 族 仲 間Verwandtenkreisの0部 を含 む)

は,い ま や 出 自 ・労 働 主 体 の 共 同 態(Abstammungs-undArbeitssubjekts-

gemeinschaft,母 系 子 孫 群Clanschaft,父 系 子孫 群Gens)と な り,そ の 組 織 化 が

母 系 ・父 系 の 単 系(unilateral,entwedermatri-oderpatrilinear)に0層 整 序 さ

れ る 傾 向 に あ っ た(単 系 的 出 自集 団 リ ネー ジ,リ ニ イ ジlilleage)。 そ れ ぞ れ の
ロ　 カル クラ ン

地 域 氏 族(Lokalklan)の 外 婚 が 父 ・母(男 性 ・女 性)の 二 つ の 系 を そ れ ぞ れ 血

族 〔関 係 〕(Verwandte,Blutsverwandtschaft,consanguinity,bloodkindred)と

姻 族 〔関 係 〕(VerschwagerteVerwandtschaft,Verwandtschaftdurchdie

Heirat,juristischeVerwandtschaft,affinedkinship,inlaw-schip)に 分 け る 。

地 域 や 集 団 に よ っ て,そ れ ら の メ ル ク マ ー ル(merkmal,mark指 標)は 多 様 に

現 れ,早 期 に は 母 系 ・父 系 の 発 達 が 交 錯 さ え し た 場 合 も み ら れ た が,上 記 の よ
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う に,血 縁 と出 自 を紐 帯 と し,お そ ら く若 干 の 非 血 縁 者 を も内 包 し,い ま や 利

用 地 の 占 有 ・専 有 主 体 で あ り,共 通 の 始 祖 を 辿 り得 る と信 じた 彼 ら は氏 族,一

族,親 族s血 族 な ど の 小 共 同 態 が,原 始 群 共 同 態 内 部 に,次 第 に 明 確 な 形 を と

っ て 発 達 し,そ の 強 い 相 互 扶 助 の 血 縁 ・出 自性 が 群 内 外 の喉 序 と紛 争 を規 律 す

る 一 つ の 要 素 と な っ て い く(後 代 の フ ェー デindeurOP.*peik-,poik-

"feindselig"
,germ.*faihido,and,fehida,mnd,vede,deut.Fehde,engl,feud,

SelbsthilfegegenStraftaten)。 こ の よ う な 経 済 社 会 的 発 達 の も と で,住 居 居

住 に看 取 さ れ る い くつ か の小 家 族 の結 合 組 織 は,氏 族 ・親 族 に含 ま れ,支 え ら
まど い

れ,住 居内において,炉 に円居 し,土 器で煮炊 きし,若 干の食物の貯蔵,道 具

とその製作材料 の収納を行 ない,他 方で集落や氏族共同態の共同の貯蔵場所や

広場 をもち,こ れらを利用 して,機 能 していた。原始群の小集落(小 村)な い
かた

しそれ を構 成 す る い くつ か の氏 族 共 同態 の纏 ま り(共 同集 団,固 ま りsettle-

ments,establishments)が 祭 祀 ・平 和 集 団(Kult-undFriedensverband)を なす

に至 る。 家 族 の住 居 居住,一 部 住 居 内 で の埋 葬,住 居 構 造,祭 祀 の祠,複 数 の

住 居 の 纏 ま っ た 配 置,小 集 落 に お け る祭 祀 場 所 な どの 形 跡 か ら,祖 先 崇 拝

(ancesterworship),祖 先 観 の 発 達 と 出 自(血 筋 ・家 系)原 理(principlefor

lineageanddescent)の 生 成 に よって,定 住 的 性 格 の強 め られ て い た こ と15)が,

認 め られ る。 なお,小 集 落 の なか で,親 族 ・氏 族 共 同態 は,他 の氏 族 共 同態 と

と もに,そ れ ぞ れ 農 業 生 産活 動 と先 占地 域 の部分 的な占有 ・専有主体 となるに

至 った段 階 において は,経 済社 会 的 に,先 占地 域 で あ る土 地 の 「総 有 」 に対 し

て,「 共 同所 有 」(共 有Gemeineigentum)と い う形 態 の土 地 所 有 に係 わ る氏 族

共 同体 で あ る と表 現 さ れ得 る。 ア ル トヴ ァ イ ラー 定 住 形 態 の 定 住 主 体

(Siedlungssubjekt)は,ア ル ドヴ ァイ ラー を構 成 した諸 親 族 ・氏族 共同体 が,

そ の労働 過程 にお い て,共 同所 有 地 の な か に,占 有 地 を確 保 して,こ れ を個 別

に利 用 し,専 有 す る,こ の よ うな労 働 ・生 産 主 体 の あ り方,つ ま りそ の労 働 ・

生 産 手段 との結 び付 きのあ り方 によって,諸 親 族 ・氏 族 共 同体 間の 労働 力 差 異

の生 ず る前 夜 の原 始 共 同態 時代(dieUrgemeinschaftlicheZeit,theprimary

communityages,原 始時代)の 末 期 を もた ら して い る。
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住 処,「 営 み の火 」,子 供 の養 育 で纏 ま り,自 然物 の計 画 的獲 得 貯 蔵 を行 ない,

土 地 を農 業 生 産 活 動 に利 用 す る氏族共 同体 の生活 は,早 期 の作 物 栽培(農 耕 ・

耕種)の 生 産i経営(Produktionsbetrieb,生 産経 済Produktionswirtschaft)を 内

部 で営 み,外 婚 制 を とる い くつ か の氏 族 共 同体群 であ る胞族(Phratrie,phrat-

ry〈gr.(Gk.)φ ρατρ乏α 同 じ仲 間 ・同類 としての共属感のもとに,親 密 に結 び付 き

合 う親族 ・氏族集 団の集合体)の 社 会 形 成 の 前提 をな し,そ こ に生 活 す る共 属 者

が,共 通 す る祖 先 の子 孫 ・一 族 な い し関係 者であ る とい う出 自 ・共属意識 をも

ち,原 始 群 の なか で,そ れ ぞ れ纏 まっ て生 活 を行 な う に至 った。 これ らの氏族

共同体 は次 第 に一一層,生 産 主体 の様 相 を呈 し,沖 積 世(完 新世)の 新 石 器 時 期

(Neolithikum,Jungsteinzeit)の 紀 元 前6000年 な い し前5500年 か ら前4600年,

ところ に よっ て は前3200年 ごろ以 降,そ れ ぞ れ の 地域 性 を伴 い つ つ,土 地 を,

掘 り 棒 ・鍬 ・鋤 に よ る 耕 作,コ ム ギ(7痂 蜘%Weitzen)・ オ オ ム ギ

(Hordeum,Gerste)栽 培 の耕 地,ま た ヒツ ジ ・ヤ ギ ・ブ タ ・ウ シ飼育 のた め

の放 牧 地,採 草 地 な どの農 地 と して 利 用 し,も っ ぱ ら生 活 資 料 を生 産 す る農

はい

耕 ・作物栽培者,家 畜 飼 育 者 の 生 活 を営 み,定 住 生 活 に入 って い った。 語 源学

の研究成果 に よれば,お そ くと も新 石 器 時期 の新 層 の前4000年 か ら前3000年 の

あ い だ に は,イ ン ド=ヨ ー ロ ッ パ 語 族(indoeuropaischeSprachfamilie,

Indo-Europeanfamiry,-languages)の 農 耕 と家 畜 飼 育 につ い て の 関係 語 が確

実 に存在 した,と 措 定 されて い る16)。

ザ ー グ ロス 山麓,ク ル デ ィス タ ン高原,ア ナ トリア半 島,地 中海 東 岸 な どの

穀 物 ・家 畜 ・農 業技術 な どの影響 を受 けて発達 した初期新石器時期 の農耕 ・作

物栽培,家 畜 飼 育 の カ ラ ノ ー ヴ ォ ・ス タルチ ェヴ ォ ・ケ レス文化 に,自 分 の 文
かめ

化 の起源 の一つ を もった帯 文土器 文化 民 は,甕 ・壺 ・浅 皿 ・深 皿 ・浅 鉢 ・深
ビ　 カ　 くコ ソの て つ く

鉢 ・ 杯 などの土器の貯蔵 ・煮沸(煮 炊き)・ 盛 り付 け用の手捏ね成形 ・

焼成の製作工程 は勿論,渦 巻 き,雷 文(波 形渦)な どにわたる刻線文の添え加
こ れいめい き

えの表現 に至 る まで,さ ま ざ ま な創 意工 夫 を凝 ら してい た。黎明期 の人び との

自然 環境 状 態(natiirlicheUmweltverhaltnisse)へ の 直接 的 依 存 が 変 化 した 。

そ れ までの野生動植物 の生息 ・生育 と採集 ・狩猟 ・漁労 の 自然的状 況の巡 り合
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わ せ(Sammel-Jagd-undFischfangsgliicke)に 左 右 さ れ た 採 集 ・狩 猟 ・漁 労 者

の 生 存 基 盤(Existenzgrundlage)と 対 照 を な し て,農 耕 ・家 畜 飼 育 民 の 農 民 的

経 済 生 活(diebauerlicheWirtschafts-undLebensweisederFeldbauernund

Viehziichter)は,「 母 な る 自然 」(naturamater,MutterNatur),「 母 な る 大 地 」

(terramater,MutterErde),「 大 地 の 女 神 ・地 母 神 」(tellus)の 自 然 景 観

(Naturlandschaft)の な か に あ っ て,自 分 た ち の 労 働 に よ っ て 大 自然 に働 き か
はば

けて,生 活資料 を生産するその労働過程に,移 住 ・定住 に対する樹林繁茂の阻
しの

み を,伐 採 ・開墾 に よっ て凌 ぎ,森 林 原 野 の一 部 にお い て,作 物 栽培 の た め に,

森 林 ・荒 れ 地 ・湿 地 を 開 拓 して,耕 地,ま た 放 牧 地 ・採 草 地(Weide-und

Wieseland),こ れ らの 農 地 に位 置 づ け る諸 契 機 を作 り出 し,こ れ に よ っ て暮

ら しを0層 確 実 な基 盤 の上 に立 て る こ とになった。人 び とは,そ の よ うな合 目

的 活 動 の 労 働 力 投 下 に よ っ て,道 具 ・種 子 ・家 畜 な ど の 労 働 対 象

(Arbeitsgegenstande)と 区分 ・区 画 され得 た 土 地(土 砂 の乗 った地盤 を伴 う地面

GrundundBoden)・ 耕 地(Ackerland)・ 放 牧 地 ・採 草 地 の 労 働 ・生 産 手 段

そうしゆつ

(Arbeits-oderProduktionsmittel)を 創 出 し,こ れ ら を用 い る こ とに よっ て,

土 器 の文 様 と同様,創 意 工 夫 に基 い た暮 ら しが,比 較 的安 定 化 に向 か う運 び と

な った。

そ こでは,農 耕 ・家畜 飼 育 民 の経 済 生 活 とその労働過程 の第1の 特 質 と して,

彼 らの需 要 を,主 に 自分 た ちみ ず か らの 活動 に よって相 当部分,間 に合 わせ,

調 達 す る 自給 自足 的 な 現 物 経 済(autark〔isch〕eNaturwirtschaft)で あ っ た 点

が 挙 げ られ る。 そ して,と りわ け ヨー ロ ッパ 地域 にお け る新石器時期 の農業 は,

焼 き畑 の灰 土,野 草 ・芝 土 の 緑肥 と並 ん で,放 牧 地 の部 分 的耕 地 化,住 居 内 の
わら きゆうひ

家畜部屋 ・別棟 の家畜小屋 での家畜 の糞尿 ・敷 き藁腐 熟 の腹肥(barnyard

manure),堆 肥の利用な ど,農 耕 ・穀物栽培 と家畜飼育の両者が結び付いて営

まれ,施 肥 と土壌作 りが行 なわれ,こ のように,土 地 を耕や し,穀 類の種子 を

蒔 く耕種 ・穀物栽培 に畜産の結合 した混合農業(Mischagrikultur)で あった こ

とが,特 徴的である。農耕 ・家畜放牧飼育の技術 ・熟練 を継承 し,そ の担い手

とな り,収 穫物貯蔵,祖 先祭祀 と墓地などで纏 まった氏族 ・複数の住居に分か
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れて住む複合大家族の,開 墾 ・播種 ・収穫,雄 の種家畜の保持,放 牧から祭祀

に及ぶ経済社会組織としての生産主体および集落内の生活単位としての登場に
ぜん じ

よって,労 働の生産性(ProduktivitatderArbeit)の 漸次の上昇 と原始群社会

の組織化が進むことになった。その経済生活 と労働過程の第2の 特質は,彼 ら

の 日常生活自体 において,耕 起 ・播種 ・収穫 ・飼料与え ・放牧などのあいだに,

他の仕事 とそれに従事 し得 る時間がわずかなが ら確保され,亜 麻の茎皮繊維 ・
よ ぼうしよく

羊 毛 を原 料 と してr(撚)り を 掛 け,糸 を 作 り,手 動 紡 織(handspinnen

u.-weben)の 紡 錘(Spindeln)と 機 織 り台(Webstuhl)を 製 作 ・利 用 し,衣 服

の 布 が織 られ る な ど,活 動 の新 た な細 分 化 が 進 み,さ ま ざま な製 品 が作 られ た
わ ざ

点 に あ る 。 こ の よ う な 手 仕 事 の 技(handwerklicheFertigkeiten)は,土 器 の 製

作(Irdenwaren-od.TongefaBen-MachenTopferei)に も現 れ,自 然 界 に は 存 在

し な か っ た 比 較 的 不 透 水 性 と耐 久 性 の あ る 容 器 が,貯 蔵 ・調 理 用,さ ら に は 骨

壼 用(後 述 のdieRossenerKultur)に ま で 作 られ,多 様 な 形 状 と文 様 の 造 形 美

が,小 集 落 や 地 域 に お け る伝 統 と な っ て,継 承 さ れ る に 至 っ た 。 入 類 の 経 済 ・

文 化 諸 形 態 の こ の よ う な 明 確(決 定 的)な 発 達(definitedevelopments)は,

ヨ ー ロ ッ パ 地 域 で は,レ ス ・黒 土 土 壌(LoB-andSchwarzerdeboden)地 帯 の

全 域 に,上 記 の よ う に,初 ・中 ・後 期 新 石 器 時 期 の 前5000年 代 か ら前4000年 代

ちような

に,帯 文 土 器 と磨 製 靴 型 石 斧(polishedshoe-laststonecelt)・ 手 斧(adz〔e〕)

を製 作 ・利 用 した農耕 ・家 畜飼 育民 の活動 によって進 め られ ていた。

帯文土器 を伴 う農業文化の発達 は,ド ー ナ ウ,エ ルベ 諸 川 流 域 の さ まざ ま な

文 化 の発 達の もとに,レ ス ・黒土 土 壌 の さ ら に新 た な耕地 ・放牧地化 を促 し,

住 民 増 加 を もた ら した。 チ ェ コ,ス ロ ヴ ァキ アの ズ デ ー テ ン(Sudeten)山 地
すそ の

の 裾 野 お よ び パ ン ノ ニ ア(Pannonia)平 原 を 中 心 に,ド ー ナ ウ川 流 域 の レ ン ジ

ェ ル(Lengyel)遺 跡 を 標 準 遺 跡 と す る 前5000年 か ら前3400年 ご ろ ま で の,

初 ・中 ・後 期 新 石 器 時 期 に 属 し,刻 線 帯 文 土 器 を伴 う レ ン ジ ェ ル 文 化(die

Lengy〔e〕lerKultur,Lengyelculture)が 発 達 し,ボ ヘ ミ ア,ハ ン ガ リ ー,

オ ー ス ト リ ア 北 東 部,ド イ ッ 南 東 部,ポ ー ラ ン ド南 部 に 広 が っ た 。 イ ン ド=

ヨ ー ロ ッパ 系 諸 部 族(lndo-Europeans)の ドー ナ ウ,エ ル ベ,ヴ ィ ス ワ諸 川 流
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域 に住 んだ人びとに担われたとみられる17)刻線文土器 に,こ のレンジェル文化

では,黒 色の表面が研磨 され,部 分的に赤 ・白 ・黄色 に彩色 されたものも生 じ,

磨製靴型石斧,黒 曜石製鎌が製作 ・利用 され,コ ムギ,オ オムギが栽培収穫 さ

れ,ウ シの飼育が優勢 となり,ブ タ,わ ずかにヒツジ,ヤ ギも飼われていた。
かこ

長方形 ・台形(trapezoidal)住 居 群 か らな る集 落 近 くに,囲 っ た場所 が あ り,

祭 祀 が 行 な わ れ,祭 祀 用 容 器(cultvessels),女 性 像 の 土 偶(eathenfemale

figurine)が 出土 してい る(〔 図5〕b.c)。 複 数 の小 集 落 の集 ま る定住 地 に は,

道 が 通 じ,小 集 落 は 掘 り溝 で 囲 ま れ て い た もの とそ れ の な い 開 放 集 落

(ditch-enclosedandopenvillages)が あ っ た。 死 者 は小 集 落 の大 きな共 同墓 地

(cemetries)に 屈 葬(flexedinhumation)さ れ,男 性 の被 葬 者 に は頭 蓋 骨 が 欠

け て い た り,顎(law)部 分 の と こ ろ に ブ タ の下 顎 骨(mandible)が 置 か れ て

い た場 合 が あ っ た。他 部 族 ない し小集落住民 との戦 闘 と彼 らの精霊観 が推 測 さ

れ る。 レ ンジ ェル文化 を もつ集落 には,墾(防)塁(砦fortification)で 固 め

た もの が生 じて い た点 は,新 しい傾 向 で あ る。

ヨー ロ ッパ 地域へ最 も早期 に農業 を伝 播 させ た帯文土器文化民 の ビラニイ,

ケ ル ン=リ ンデ ン ター ル(K61n-Lindenthal)な どの遺 跡 内 容 に代 表 され る文 化

を ドーナ ウ(川 流 域)初 期 新 石 器 ・新 石 器 第1期 文 化 と呼 ぶ こ とが で き,焼 き

畑 農耕 の発 達,長 方 形 ・台 形住 居 の 建 造,囲 い柵 ・壁 の あ る集 落 定 住 の 出現 な

どを特徴 とす る。 これ に続 く ドーナ ウ(川 流域)新 石 器 第2期 文 化 に は,レ ン

ジ ェ ル,レ ッセ ン(Rossen)両 文 化 が含 まれ る。 ボ ヘ ミア,ザ クセ ン地 域 に

お い て,渦 巻 き ・雷 文(波 形渦)の 刻 線 帯 文 土 器 か ら水 平 線 ・菱 形 ・チ ェス盤

目(市 松模様)状 の刺 突 帯 文 土 器(Stichbandkeramik)へ の推 移 が み られ,こ

の 刺 突 帯 文 土 器 文 化(c.3900-3300s.c.)の 担 い手 は,エ ル ベ 川 の支 流 ザ ー レ

(Saale)川 流 域 を 中心 に,バ イエ ル ン地 域 に も定 住 し,ヨ ー ロ ッパ 地 域 の南 東
くさび つちおの

と北西 の文化 の仲介者 と して,文 化 内容 に と りわ け石 製 懊(Steinkeil),槌 斧

(Steinhammer)を 有 し,重 粘 土 質 を含 む砂 質湿 地 に も定住 地 を設 けて定住 し,
かたち

刻線帯 文文化 に続いて発達する諸文化の基盤 を 形 作 った18)。同 じ頃,オ ーベ

ルライン ・ネッカー川流域北部に,刺 突帯文土・器 と関連 を保持 した巨石記念物
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(墳 墓)・ 石 塚 墳 墓 群(文 化dieMegalithmonumente,Hinkelstein-,

Gro[3stein-Hunengraber[grupPe]Kultur)が 現 れ,ラ イ ン川 両 岸 を 北 へ 広 が っ

た グ ロ ー ス ガ ル タ ッハ 文 化(dieGroBgartacherKultur)に 統 合 さ れ て い く19)。

初 期 新 石 器 時 期 末 か ら 中 ・後 期 新 石 器 時 期 に は,エ ル ベ 川,そ の 支 流 ザ ー レ川

流 域 か ら ラ イ ン 川 流 域 に か け て,ラ イ ン,そ の 支 流 マ イ ン(Main)両 川 流 域

の グ ロ ー ス ガ ル タ ッハ 文 化 に,部 分 的 に起 源 を有 し,住 居 形 態 が 刺 突 帯 文 土 器

文 化 後 期 の 形 態 に属 す る とみ られ て い る,ラ イ ン,マ イ ン両 川 合 流 点 流 域 ラ

イ ン川 の 支 流 ネ ッ カ ー(Neckar)川 流 域,バ イ エ ル ン地 域 の ドイ ツ 中 ・南 部,

さ ら に ス イ ス,フ ラ ン ス 北 東 部 に 及 ぶ レ ッ セ ン 文 化(dieRossenerKultur,

Rossenculturec.4500/3600-3200/3100B.c.〔 図6〕)が,刻 線 帯 文 土 器 文 化 の

後 継 文 化 と して 発 達 し,バ イ エ ル ン の メ ル セ ブ ル ク(Merseburg)近 傍 の レ ッ

セ ン墓Lを 標 準 遺 跡 と して 名 付 け ら れ た そ の 文 化 を は じめ,諸 々 の 地 域 文 化 が

発 達 し た20)。 細 分 さ れ て シ ェ ー ン フ ェ ル ト文 化(dieSch6nfelderKultur)と

呼 ば れ て い る ド イ ツ 東 部 の ヴ ァ ー リ ッ ツ(Wahlitz,Kr.Burg,Bez.

Magdeburg)丘 の 斜 面 に お け る 定 住 は,住 居 群 近 くの 粘 土 を地 面 に 打 ち 固 め た

屋 外 の 床 場 所 に,燧 石(火 打 ち石,フ リ ン トflint)で 火 起 こ し を し,共 同 で 利
がま

用 され る炉 とパ ン焼 き窯が あ り,ま た家 畜 化 され た オ ー ロ ックス の歯 の破片 が

残 り,い まや そ の家 畜 化 が 認 め られ,6棟 の比 較 的大 規 模 な長 方 形 住居(幅6

～7m
,'長 さ9～25m),9個 の小 規模 な付 属 建 物,そ して住 居 内 と周 辺 との

円 ・楕 円 形貯蔵穴(直 径1.5--2.Om穴 の なか お よび置 か れ て い た容 器 に,エ ン

マ(一)コ ム ギ,二 粒 系 コム ギ,ヒ トツ ブ コ ム ギが 蓄 え られ て い た)な どの こ

れ ら全 体 が,垣 根 と掘 り溝 で 囲 ま れて い た21)。 この 地域0体 で,そ の よ うな複
ヴア イ ラの

数 の 早 期 の 小 村 が 結 び 付 き,レ ッ セ ン村 落 群(dieRossenerDorfer)が 成 立 して

い た。 す な わ ち,主 に農 耕,コ ム ギ,オ オ ムギ の 栽 培 とウ シ,ブ タの 飼 育 に,野 生 の

オ ー ロ ックス,ア カ シ カ,ノ ロ ジ カ,イ ノシ シの狩 猟 の加 わ った経済 生活 を営 みsそ の

ネ 　 ブ

定 住 は,と ころ に よって は竪穴 式 住居 居 住 も残 され てい たが,一 般 に台 形 ・舟(身 廊)

形 ・長 〔方 形〕 住 居(trapezf6rmiges,schiffsartigesLanghaus)か ら な る 小 集

落 群 で あ っ た 。 土 器 に は 帯 文 土 器 系 統 の 半 球 形 小 鉢 ・皿 な ど と,ヨ ー ロ ッパ 北



ヨーロッパ地域における帯文土器文化民の定住 と心性(143)

a.分 布 図b.囲 い ・墾 塁 で固 め られ たIndenの 集 落c.先 行 の土 着 の刻 線 文 を

継 承 し,東 方 か らの1.-E.語 族 民 の刺 突 文 を伴 う壺d.台 形 ・長 〔方 形 〕 ・舟形 住居

〔図6〕 レ ツ セ ン 文 化(Rossenculture)(J.P.Malloy,D.Q.Adams,E.ofI.-E.Culture,

1997,p.489に 基 づ き作 成 。)
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きよしもん

西部に広 まった巨石記念物(墳 墓)文 化(〔 図7〕)の 刺突列点 ・鋸歯文幾何学
くぼ ろ う と

的 文 様 な ど の 沈 文(押 印 ・凹 み文)土 器(pittedware),漏 斗(じ ょうご,フ ァヌ
ビ　カ　くコップラ

ルfunnel)状(の 首 部 分 付 き)杯(Trichterbecher=TRB,'Funnel-necked-

beaker')土 器 系 統 の 広 口 台 付 き甕 ・壺 な ど が 挙 げ られ,両 者 の 融 合 型 も現 れ,

石 器 は 燧 石 素 材 の 帯 文 土 器 文 化 期 の 石 器,と りわ け靴 型 石 斧 が,先 行 した 帯 文

土 ・器 文 化 か ら 継 承 さ れ て い た 。 各 集 落 近 く の 共 同 墓 地(gemeinSamer

Friedhef,TotenackerdesWeilers;commonburialgroundorcemeterywas

knownnearvillageSettlement)に,死 者 は た い て い そ こ の そ れ ぞ れ の 家 族 墓

な い し 個 別 墓(Familien-oderEinzelgrab)へ,土i葬(Totenkorpererdeu-

bergebung,Totengrablegung,-bestattungoder-beerdigung;burial,interment

ひざ

orinhumationonearthgrave)で,墓 穴 に膝 を 曲 げ て,安 息 の 姿 勢 か,あ る 方

角 に 顔 を 向 け る か,わ ざ と 人 為 を 加 え る か し た 横 向 き 葬(turningsideways

あおむ ぎょうが そんそう

burial),仰 向 け 葬(仰 臥 葬supineburial),う ず く ま っ た 姿 勢 を と らせ た 樽 葬

(crouchburial)な ど の 屈 葬(Hockergrablegung,bendorsloopburial),魑 背 筋

を伸 ば し,腕 を伸 ば した り,軽 く折 り曲 げ て 腹 部 に 当 て た り し た 姿 勢 で 安 置 さ

れ た 仰 向 け あ る い は 横 向 き の 身 展 葬(extensionburial)が 行 な わ れ,チ ュ ー

リ ン ゲ ン,エ ル ベ 川 流 域 の 北 ザ ク セ ン,ラ イ ン川 流 域 な どの 若 干 の 地 域 で は,

火 葬(Leichen-undTotenverbrennungoder-feuerbestattung;funeral,

cremation)が 行 な わ れ,遺 体 や 遺 骨(Totengebeine),骨 壷(Totenurne)を

埋 葬 した 土 墳 を部 分 的 に 石 板 で 覆 い(石 蓋 土 壊 墓),墓 塚(墳 丘Totenhiigel)を

ビ　 カ　 くコ ップラ

造った墓 も現れた。それらの死者に刺突帯文土器の 杯,装 身具 などが副

葬され,飲 食 と装束が整えられて,い くつかの家族墓ない し個別墓全体で墓地
ブ レス レッ ト

をなしていた。成人女性や娘の副葬品の大理石製魔 よけ腕 輪 は,そ の石材が

25km余 離れた所の もので,こ の ように装 身具のなかにはレッセ ン文化 の地域

における岩塩 との交換によって得 られたと推測されているものがあ り,集 落な

い し集落群の主たる自給 自足的現物経済にもかかわ らず,そ れ らの副葬品に依

拠 して,そ れ らの財物(properties)は 交易の発達 によっていたことが,認 め

られる。なお,ヴ ァーリッッ遺跡のなかに,人 体が焼かれて丁重 に埋葬 され,
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a.分 布 地 域b.Wittenwaterの 住 居 ・貯 蔵 庫 跡 と復 元 図c .Tustrupの 祭 祀 ・葬

鞭 認 瀞)9.d麟 離 綴雛翌認IT愈P鷺脚
びん

h.両 取 手 付 き漏 斗 状 壺(TRBpot)i.漏 斗 状 筒 形 「ミル ク瓶 」(TRB"milkflask")

j・ 漏 斗 状 広 ロ ビ ー カ ー(TRBfunnelbeaker)k.巨 石 記 念 物 ・墳 墓(Megalithic

monumentortomb)1・ ポ ー ラ ン ドの 長 い 墓 塚(Longbarrow
,古tumulus)

ビ　カ　

〔図7〕 漏 斗(じ ょ う ご)状 杯 文 化(Trichterbecheror"Funnel-necked-beaker"=TRB

culture)と 住 居 形 態 ・石 器 ・土 器 ・墳 墓(J .P.Malloy,D.Q.Adams ,

EncyclopediaofI.-E.Culture,1997,pp.596に 基 づ き作 成 。)
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道 具 の焼 かれ て添 え られ た形 跡が あ り,こ れ らは犠 牲 と して供 え られ た
きよ うぎ くくぎラ

供 犠(Opferhandlung)で あ っ た,と み ら れ て い る 。

エ ル ベ,ザ ー一レ両 川 領 域 と ア ル トマ ル ク(Altmark),南 西 ドイ ッ 地 域 か ら

ヴ ェ ス トラ イ ン ー ニ ー ダ ー ラ イ ン に 諸 定 住 とそ の 文 化 の 広 が り を生 ん だ レ ッ セ

ン 文 化 の 担 い 手 は,そ の 経 済 ・定 住 様 式(Wirtschafts-undSiedlungsweise)

を含 め て,帯 文 土 器 文 化 の 継 承 者 で あ り,西 方 の ア ー ヘ ン近 傍 ア ル デ ン ホ ー フ

ェ ル の 平 坦 な 山 頂(dieAldenhoverPlattebeiAachen)に お け る 定 住 で も,住

居 の 基 礎 平 面 が 台 形 で,長 さ数10mの 住 居(trapezformigerGrundriBformdes

Hauses)と そ れ に 付 属 す る 農 舎(Wirtschaftsbaute)か ら な る 村 落 定 住

(dorflicheSiedlung)が 発 達 し て い た22)。 ま た,あ ま り肥 沃 で な い 軽 質 土 壌 の
くい ぼ うさ く

ドーナ ウ川流 域 の他 の住民 の平 地定住(Flachlandsiedlung)で は,杭 棒 柵 な

い し防御 〔用 〕 掘 り{.(PfostenzaunenoderPalisadengraben)の 村 柵 が 設 け

られ,比 較 的家 畜 飼 育 に重 点 を置 い た 定住 では丈夫 な放牧地 囲いが施 されてい

た。 レッセ ン文化 は,ヨ ー ロ ッパ 東 ・中 ・北 西 部 へ の新石器農業文化 の拡大 を

背景 にもち,新 石 器 時期 の推 移 の も とで,そ の 一部 の担 い手,す な わ ち東 方 か

らの イ ン ド=ヨ ー ロ ッパ 語 族 の文 化 を経 験 した人 び とが,こ の地 域 にお い て も,

時 に(OCCatiOnally),ス テ ップ文 化 に と って典 型 的 で あ った場合 の ある半地下
かんにゆ う

住 居(semi-subterraneandwellings)を 割 り込 ま せ る よ う に 定 住 地 に 嵌 入 さ

せ,丘 の 頂 き に墾 塁 定 住(fortifiedsettlements)を 設 け た 定 住 形 態 を も残 し

つ つ,次 第 に先 住 土 着 の 非 イ ン ド=ヨ ー ロ ッパ 系 諸 部 族 の な か へ 根 を お ろ し,

西 方 に お け る イ ン ドニヨ ー ロ ッパ 語 族 の 部 族 社 会 を発 達 させ た と推 測 さ れ る23)。

レ ッ セ ン文 化 で は,柵 ・掘 り溝 ・墜 塁 な ど の 防 御 施 設 で 固 め ら れ た 集 落 が,特

徴 的 と な っ た 。

こ れ ら の ドー ナ ウ 川 中流 域 住 民 と ヨー ロ ッパ 中 部 地 域 住 民 と の 文 化 接 触 過 程

の な か か ら,ド ー ナ ウ 川 流 域 文 化 群(donaulicheRandkulturgruppen),と りわ

け レ ン ジ ェ ル 文 化 周 辺 文 化 群(RandkulturgruppenderLengyelkulturc.

3400-2900B.c.)と して,ニ ー ダ ー バ イ エ ル ン の ミ ュ ン ヒ ス フ ォ ェ ー フ ェ ネ ン

文 化(dieMunchshofenerKultur),バ ー デ ン=ヴ ェ ル テ ン ベ ル ク の ア イ ヒ ビ
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ユ ー ル 文 化(AichbiihlK.,nachderSiedlungimKreisBiberach,Ba岬

den-Wurttemberg),シ ュ ヴ ィー ベ ル ガ ー デ ィ ン ゲ ン 文 化(Schwieberger-

dingenK.),シ ュ ッ セ ン リ ー ト文 化(Schussenried〔er〕K.,nachderFlurim

Federseemoor),エ ル ベ,ザ ー レ 両 川 流 域 の ガ ー テ ル ス レ ー ベ ン 文 化

(Gatersleben〔er〕K.)な ど が 生 成 し た 。 こ れ ら は,ラ イ ン上 ・中 流 域 の 地 域 グ

ル ー プ 化 した 広 範 に わ た る諸 々 の 文 化 と結 び 付 き,レ ッ セ ン文 化 に続 く刺 突 帯

文 土 器 後 期 文 化 の 発 達 を 促 し,新 石 器 時 期 中 期(Mittelneolithikum,

3200-2400/2300B.C.),後 期(Jung-oderSpatneolithikum,2400/2300-1800B.

c.)へ 移 行 し て い く。

以 上 の 前5500/4500年 ご ろ か ら現 れ た ヨー ロ ッパ 初 期 新 石 器 ・刻 線 帯 文 土 器

文 化 民(Europe'searlyNeolithicLinearbandkeramikculture-fork)に つ い て,

分 布 地 域,定 住 の 実 態,労 働 対 象 と の 関 わ りの 面 か ら総 括 す る な ら ば,泉,水

流 とオ ー ク混 合 樹 林 脇 の 多 少 な り と も肥 沃 な 土 地 の も とで,動 植 物 と こ れ ま た

自 然 の0部 で あ る 人 び と と の 「集 合 」('aggregation'ofplants,animalsand

peopleatoases,riversandfertileland)の な か か ら,そ れ ま で の 自 然 物 採

集 ・獣 鳥 狩 猟 民 の 生 活(gathers-hunters)の 食 糧 採 集 取 得(food-collecting

wayoflife)か ら,そ れ を 若 干 残 し つ つ も,作 物 栽 培 ・家 畜 化(domestica-

tion)を 創 出 し た 農 耕 ・ 「家 畜 群 の 世 話 」 を 行 な う 農 民(farmers-herders)

の 生 活 へ と進 み,一 層 季 節 の 移 ろ い に 応 ず る 栽 培 ・飼 育 に基 づ い た 小 集 落 定 住

の 暮 ら し(moreseasonalityandsubsistanceofsmallvillage`weiler'settle-

ment,basedonplantcultivationandstockbreedingwayoflife)を 営 む に 至 っ

た 。 〔図8〕 に 示 さ れ る よ う に,刻 線 帯 文 土 器 文 化 の 広 が り は,ヨ ー ロ ッパ 温

帯 地 域 に お け る新 石 器 文 化 分 布 の 広 大 な 部 分 を な し,東 は ル ー マ ニ ア,ウ ク ラ

イ ナ,西 は 北 フ ラ ン ス,ネ ー デ ル ラ ン ド,ベ ル ギ ー へ 広 が り,そ れ を継 承 す る

レ ン ジ ェ ル,レ ッセ ン な ど の 地 域 文 化 を発 達 さ せ て い た 。 そ れ らの 遺 跡 ・遺 物

か ら,ヨ ー ロ ッパ 温 帯 レ ス 土 壌 地 域 を 求 め て 定 住 を行 っ た広 範 に わ た る初 期 農

民 小 集 落 が,証 明 さ れ る 。 す な わ ち,住 居 形 態 は 東 方,西 ア ジ ア の 円 形 か ら

ヨ ー ロ ッパ 東 ・西 部 の 長 方 形 に 変 わ り,一 般 に 幅6m,長 さ20mか ら45mに 及
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a.分 布 地 域b.円 形 住 居 参 考 例(西 ア ジ ア,Mallahaの 炉 ・モ ル タ ル 材 料 ・杵 を

伴 う早 期 農 業 家 族 住 居 と集 合 埋 葬 墓 穴)c.掘 り溝 ・柵 で 固 め たKoln-Lindenthalの

集 落d.長 方 形 住 居 復 元 図(Long-housefromBylany,CzechRepublic,30x6m)

e,f.刻 線 帯 文 土 器 の 壺(LBKpot)g.長 方 形 住 居 跡h.復 元 図(新 石 器 時

期c.5500B.c.ヨ ー ロ ッパ 東 部 の 農 民 住 居)

〔図8〕 刻 線 帯 文 土 器 文 化(Linearbandkeramik=LBK,theLinearWare)と 住 居 形 態

{3.P.Malloy,D.Q.Adams,Encyclopediaof1.-E.Culture,1997,pp.354;E.Delson,1.

Tattersalletal.[ed.],EncyclopediaofHumanEvolutionandPrehistory,2nded.,

2000,pp.476に 基 づ き作 成 。)
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ぶ 規 模 で,台 所 兼 居 間,貯 蔵 部 屋 な ど機 能 区 分 さ れ,1棟 な い し複 数 棟 に 複 数

家 族 の 居 住 で き る 構 造 で あ り,同 時 に そ れ ぞ れ の 住 居 は 居 住 者 た ち の 居 場 所

(dwellingandlivinghome-area)で あ り,ま た 屋 内 の 仕 事 場 で も あ っ た 。 定 住

は そ れ ら の 住 居 の5棟 か ら10棟 ほ ど よ り な り,外 部 に対 して 比 較 的 開 放 的 な も

の の ほ か に,掘 り溝 二・柵 な ど の 防 災 ・防 御 施 設(securefacilitiesofpreven--

tionagainstdisastersanddefenceagainstforeignenemies)を め ぐ ら し た 小 集

落 が 築 造 さ れ る に 至 っ た 。 栽 培 さ れ た 作 物 は 主 に コ ム ギ(Tγ ∫∫∫C駕魏"30ηOCOC-

cum,T.dicoccon,1.α θ鋭 捌 η,T.5pe伽),初 め は 少 な か っ た が オ オ ム ギ

(Hordeumvulgare),キ ビ(Panicummiliaceum),わ ず か に ラ イ ム ギ(Secale

cereaZe),オ ー トム ギ(Avenasaliva),そ の 他 に エ ン ドウ(P虚 伽 α孟蜘 物L.),

ア マ

草 エ ン ド ウ(Lα 吻russad蜘3),レ ン ズ マ メ(Lensculinaris),亜 麻(Linum

アサ
駕5∫励 謝 珈 π魏),時 に 麻(Cannabissativa,hemp),さ く ら ん ぼ(Prunes),セ

イ ヨ ウ サ ン シ ュ ユ(Cornusmas)な ど で あ っ た 。 飼 育 さ れ た 家 畜 は 主 に ウ シ,

他 に ヒ ッ ジ,ヤ ギ,ブ タ で,家 犬 は少 数 で あ っ た 。 狩 猟 が 行 な わ れ,狩 猟 され

た 野 生 動 物 の う ち の 多 く は ア カ シ カ(Cervuselaphus),ノ ーージ カ(Capreolus

capreolus,roedeer),オ.___ロ ッ ク ス(ifTaurusprimigenius),イ ノ シ シ,ウ

マ,ビ ー バ ー(Co5言oγ 声 加の,ア ナ グ マ{1Vlelesmeles),オ オ カ ミ,キ ツ ネ

(Vulpes),ノ ウ サ ギ(Lepus),ハ ム ス タ ー(Cγ ゴceJ%5c7∫ce♂駕5)な ど で あ っ た 。

こ れ ら の 栽 培 され た コ ム ギ,オ オ ム ギ な ど の 穀 物 は,マ メ,亜 麻 な ど と と も に,

き

食糧 として栄養価 が高 く,比 較 的貯 蔵 が利 き,ま た ウ シ,ヒ ッ ジ,ヤ ギ,ブ タ

な どの飼 育 に よっ て,継 続 的 に肉 が供 給 され,季 節 に応 じて,ウ シ,ヤ ギ の乳

か ら,生 き もの が 保 存 し,供 給 す る状 態 で,高 い 栄 養 分 が 得 られ た。 農 業

(farming,agriCulture)が 上 記 の よ う に農 耕 ・作 物 栽 培 と家畜飼 育 の結 合 した

経 済経営 システム(eCOnOmiCmanagementSyStem)で 行 な わ れ,こ の シス テ ム

の伝 播 が 温帯 を 中心 に ヨー ロ ッパ東部 か ら中 ・西部 に及ぶ オー ク混合樹林 の レ

ス土壌地域 に,柄 穴 の な い靴 型 石 斧 を は じめ,種 々 の磨 製 石 質 道 具(polished

stonetools),曲 線 ・幾何 学 的 文 様二の刻 線 帯 文 土器,小 集 落 近 くの共 同 墓 地 埋

葬,副 葬 品 な どに認 め られ る独 自の伝統的文化 を伴 って広 が り,刻 線 帯 文 土 器
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文 化 地 域 の 東 部 の イ ン ド=イ ラ ン 牧 羊 民 諸 部 族(Indo-lranianpastoralists

tribes)と 対 照 を な し た ヨー ロ ッ パ 東 ・ 中 ・西 部 の 初 期 農 民(early

agriculturalists)は,ま た イ ベ リ ア 半 島,地 中 海 沿 岸 に 先 住 し た 非 イ ン ド=

ヨー ロ ッパ 諸 部 族 定 住 地 域 の 外 に お り,ヨ ー ロ ッパ 北 部 へ,イ ン ドニヨ ー ロ ッ

パ 語 族 の 西 方 諸 語 の 伝 播 を も可 能 とす る ス テ ー ジ ン グ ・エ リ ア(stagingarea)

に位 置 して い た 。

小 集 落 群 を な す 部 族(Stamm,tribe)の 移 住 ・定 住 地 域 に お い て,彼 ら は,

集 落 内,集 落 間 の 人 び との 生 活 上 の 感 情 ・意 思 の 伝 達 と疎 通(COmmuniCati・nS

andunderstandings),交 渉(negotiations)の 過 程 に 生 成 ・発 達 し た 相 互 に 通

じ 合 う 共 通 の 部 族 言 語(gemeinsameStammessprache,commontribal

language)を 介 した コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に よ っ て,経 験 を伝 達 レ合 い,生 活 文

化 を創 造 し,最 初 は 「移 動 農 民 」 的 性 格 を帯 び て い た が,次 第 に そ の 農 耕 と家

畜 飼 育 の 発 達 の 結 果,定 着 的 生 活(sesshafteLebensweise)の 傾 向 を 強 め,

一 段 と 生 存 諸 条 件(Existenzbedingungen)を 整 え
,生 活 の 安 定

(StabilisierungdesLebens)に 努 め て き た 。 彼 ら は 自然 環 境(dienatiirliche
きよういき

Umwelt)と の 境 域 で,樹 海 や 川 の ほ と り に い わ ば 島 状 の 定 住 地 を 拡 大 させ,

そ こ に 森 林 伐 採 ・開 墾,建 物 の 建 築 な ど に か か わ る 共 同 労 働(kooperative

Arbeiten),相 互 の 隣 人 援 助(nachbarschaftlicheHilfe)な ど に 基 づ い て,経

済 社 会 的 な 共 同 体 の ま と ま りで あ る 定 住 共 同 体(ZusammenschusszugroBer一
ヴア イラ　

erGemeinschaft:Sidlungsgemeinschaft)が 生 成 して い た。 そ の 小 村 の 定 住

形 態(Weiler-Siedlungsform)に お い て,徐 々 に,子 供 の死 亡 率 の低 下,成 人

寿 命 の伸 長,定 住 地 住 民 数 の増 大 な どが,耕 地 ・放 牧 地 の広 が りを伴 って,生

じてお り,帯 文 土器 文 化 の伝 播 地 域 の西 端 の南 オ ランダ北西部で,初 期 に定住

者 た ち は,利 用 した土 地 の 地力 減 退 の た め に,利 用 地 を放 棄 し,継 起 的 な移住

が み られ た が,こ の 地域 で も,テ リ トリー の確 保 が 強 化 され る ようにな り,や
くいぼうが こ

が て掘 り溝 ・杭棒 囲い をめ ぐら した集落 も現 れた。帯文土器文化後期 には,定

住 形 態 に,囲 い に囲 まれ た数 ヘ ク ター ル土 地 に12棟 ほ どの住 居 が 建 て られ て い

た村 落 定 住(dorflicheSiedlung)と,2,3棟 の住 居 で,こ れ らの な か に は
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1棟 の 大 規 模 な住 居 の存 在 す る場 合 が あ り,そ れ らか ら構 成 され た小 村 定 住

(weilerartigeSiedlung)と が24),認 め られ る。 ライ ン川 流 域 に お け る帯 文土

器文化後期 には,交 易 の ほ か に,戦 闘 も激 し く行 われ,ウ シ飼 育 の発 達 に よ る

放 牧 地 で の柵 囲い とも関連 して,掘 り溝 ・防御 柵 ・土 塁壁 な どに囲 まれ る集落

が多 く現れ るようになった25)。 これ らの 定 住 にお い て,部 族 ・定 住 共 同体 成 員

の 集 ま る 広 場 に,集 会(Ratsversammlung)が 開 か れ,豊 穣 の 呪 術 的 祭 祀

(fruchtbarkeitsmagischerKult),部 族 の 守 護 神 霊 の 祭 祀 が行 な わ れ て,村 人

の 共属 感(仲 間意p'ZusammengehorigkeitsgefuhlderDorfbewohner)が 強 め ら

れ て い た,と み られ る。

人 び とが 生 活 した 日常 の営 み におい て,自 然 物 採 集 ・狩 猟 ・漁 労 の 自然 の
たまもの

賜物 としての直接的 な生活 の糧の獲得 経済形態か ら栽培 ・飼育 の農業経済形態

へ 移行 する ことによって,彼 らの 生 活 の 主 要 な糧 を得 る よ うになった ことが ,

人 類 史 上,い か に特 有 な射 程 を 印 し,そ の創 出 が い か に経 済 社 会 的 に質 的 な

「変革」(`neolithischeRevolution')を 及 ぼ した か は,新 石 器 時 期 の栽 培 作 物 と

家 畜 が,自 然 の摂 理(dieProvidenzderNatur,theProvidenceofNature)の

も とで,今 日に至 る まで,人 び との食 糧 の 主 要部 分 を な して,経 済 社 会 生 活 を

支 えて きて い る事 実 に,明 瞭 に現 れ てい る。西 アジ ア,北 ア フ リカ地 域 に続 い

て,ヨ ー ロ ッパ 地 域 にお い て も,長 期 にわ た る 自然 物 獲 得 経 済 形 態 の文化 の上

に,発 達 して きた農 業 経 済社 会 に関 して,と りわ け これ まで触 れ て きた帯 文土

器文化民 の生活 にか かわる祭祀場 ・供犠 の聖 なる場所 で催 された神霊 との出会
つな

い ・繋が りの実態お よび人びとの自然宗教的な心性は,ど のようであったであ

ろうか。
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第2章 帯文土器文化民の神霊への供犠の実態と彼 らの自然宗教的

世界にかかわる生活

帯 文 土 器 文 化 民(Bandkeramikskulturleute)に,彼 ら の 農 業 生 産 と 結 び 付

い て,「 土 地(農 地,採 草 ・放 牧地,農 業 用地)の 豊 穣 と い う 自然 宗 教 的,呪 術 的

観 念 」(naturreligi・se,magischeV・rstellungenv・nderFruchtbarkeitderFel-

der)が 存 在 し た 。 そ の 観 念 は,一 部,オ リ エ ン トか らの 「大 い な る 女 性 の 祭

祀 」(Magna-MaterKult)と 同 系 統 の 表 象 世 界(theworldofrepresentation;

Vorstellungswelt)に 由 来 す る 「母 神(Muttergottheit)を 意 味 し,女 性 を か た

ど っ た 具 体 的 な 木 像,粘 土 像 」1)に よ っ て 多 くは 形 象 化(embody,formatively

verificate)さ れ て,表 わ さ れ て い る 。 ま た,彼 ら の そ の 観 念 は,豊 穣 呪 術 の

諸 内 容(fruchtbarkeitsmagischeInhalte)を 形 象 化 す る 「水 祭 り と 諾 を い 」
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(WasserkultundRegenzauber)に 用 い られ た 容 器,雄 牛 祭(Stierkult,雄 牛 の
いけにえ

生賛 ・犠 牲Stieropfer)の 牛 像 な どの作 物 栽 培 ・家 畜 飼 育 に関連 した祭具 と祭
ゲマ イ ンシヤ フ トリツへ 　フオ 　ア シユ テ ル ング

儀(Kultsmittelund-formalien)に 表 わ れ る と りわ け 共 同 体 的 観 念

(gemeinschaftlicheVorstellung)と い う特 徴 を 帯 び て い た 。 彼 ら 自 身 に 関 して,

墓 地 に お け る墓 の 造 り,備 品,飾 り付 け,副 葬 品 な ど に依 拠 す る な らば,死 者

の 埋 葬 と祭 祀(Totenbestattungund-kult)に あ た り,死 者 は死 後 も氏 族 ・定

住 共 同 体(SipPen-andSiedlungsgemeinschaft)の 一 員 と して 生 き続 け,生 活

が 営 ま れ る と信 じ られ て い た,と み る こ とが で き る 。 彼 ら は 次 第 に,死 者 た ちあ
が 集 ま っ て 住 む 「後 の 世 」(Jenseits,diejenseitigeWelt;theotherworld)

の 観 念 を持 つ に至 り,他 方,遺 体 の 手 足 を 縛 っ た 屈 葬 が 行 な わ れ,死 者 の 帰 来

の 災 い や 死 〔者 〕 に対 す る恐 怖 ・浄 め の 観 念 が 生 ず る に 至 っ た 。 中部 ヨー ロ ッ

パ で は,チ ュ ー リ ン ゲ ン の 初 期 帯 文 土 器 文 化 民(Friihbandkerarnikskul-

turleute),さ ら に そ こ か ら ラ イ ン ラ ン ト に か け て の 後 期 帯 文 土 器 文 化 民

(Spatbandkeramikskulturleute)の も と で,新 た な 埋 葬 慣 習 と し て 火 葬

(Leichenverbrennungen)が 現 れ2),恐 怖 ・ 浄 め あ る い は 身 体 魂

(Korperseele),飛 翔 魂(Fliegendeseele)な ど の 多 様 な 観 念 の 発 達 が み られ る 。

以 後,特 徴 的 に,身 体(Korper)と 霊 魂(Seele)が 分 け ら れ て 考 え ら れ,森

や 四 つ 辻 や 家 に 霊 魂 が 留 ま り 宿 る と 信 じ ら れ た 遊 離 魂 ・ 自 由 魂 観 念

メンタリティ

(Psychen-oderFreienseelenvorstellung)が,人 び と の 心 性(Mentalitat;

mentalquality,mentality)の な か に 生 じ て い くこ と と な る3)。

ハ ン ガ リ ー 北 東 部 の ア グ テ レ ク 洞 窟(Aggtelek-H6hle)に,初 期 新 石 器 時 期

の 帯 文 土 器 文 化 民 の ブ ユ ッ カ ー 文 化(dieB廿kkerKultur)が 発 達 し,自 然 宗

教 的,呪 術 的 な 祭 壇 施 設(Altaranlage)が 認 め られ る4)。 ニ ー ダ ー エ ス タ ー

ラ イ ヒ の ヘ ル ン バ ウ ム ガ ル テ ン(Hernbaumgarten)に お け る 刻 線 帯 文 土 器 文

化 民(Linienbandkeramikskulturleute)の 定 住 地 に は,高 さ25cmか ら30cmほ

ど の 粘 土 皿 状 の 祭 壇"Tonaltar"が あ り,そ の 祭 壇 の 上 や 脇 に,土 器,肉 の 付

い た 骨,植 物 な ど の 置 か れ た 形 跡 が あ っ た5)。 こ の よ う な初 期 新 石 器 時 期 の 犠

　きようぎ{くぎ　

牲 を捧 げ た 供 犠 の 場 所 は,神 聖 な 場 所(聖 域Heiligtumer;sacredplaces,
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holygrounds)と して,上 オ ー ス トリ ア の ベ ル ク リ ッ ツ ル ・フ オ ン ・グ ー ゼ ン

(BerglitzlvonGusen;BerglitzlbeiGusen),ド イ ツ の テ ィ ー フ ェ ネ レ ル ン

(Tiefenellern,Kr.Bamberg)近 傍 の ユ ン グ フ ェ ル ン洞 窟(Jungfernhohle),プ

ラ イ ト(Plaidt,Kr.Mayen)な ど に,祭 壇 の 祭 祀 施 設 を伴 っ て,存 在 した6))。

三 一 ダ ー エ ス タ ー ラ イ ヒ の エ ッゲ ン ブ ル ク(Eggenburg)に お け る 帯 文 土 器 文

化 民 の 定 住 地 の 祭 壇 と二 つ の 穴 に,穀 物 と3,4人 の頭 蓋 部 分 が 供 え ら れ て い

た7)。 ヘ ル ン バ ウ ム ガ ル テ ン,プ ラ イ ト,エ ッゲ ン ブ ル ク の 共 同 体 の 聖 域 は,

あ ホ 　 フ

帯文土器文化民 の或 る住居 に関連 を持 ち,屋 敷 地(Hof)に 住 む そ の 複 合 家 族

に よっ て作 られ,他 の諸 家 族 か ら も祭 られ た崇 拝 の像(Idol)が 出 土 して い る8)。

神 聖 な場 所 で,供 犠 が 繰 り返 し行 な わ れ,そ れ らの場 所 は一般 に 「共 同体 の聖

域(HeiligtumerderGemeinschaften;sanctuariesofcommunities)に な っ て い

た。 ア グテ レク洞 窟 の祭 壇施設 は,定 住 共 同体 に よっ て利 用 され9),ヘ ル ンバ

ウ ム ガル テ ン,プ ライ ト,エ ッゲ ンブ ル ク な どの祭壇 施 設 も,元 来,共 同体 の

聖 域 に属 して い た10)。 刻 線 帯 文 土 器 文 化 民 の 定 住 か ら500mほ ど離 れ たベ ル ク

リ ッツル ・フ ォ ン ・グーゼ ンの初期新石器時期 の供犠 の場所,テ ィー フ ェ ネ レ

ル ン の ユ ン グ フ ェ ル ン供 犠 の 場 所 も,住 民 共 同 体(Bevoikerungsgemeins-

chaft)の 聖 域 で あ っ た1!)。

犠 牲 は どの よ うな もの で あ り,ど うい う機 会 に,い か な る理 由 と目的 で,供

犠 が行 なわ れ た の で あ ろ うか。 ヨーロ ッパ 中部のエ ルベ,ヴ ェー ザ ー両 川 間 の

ア イ ル ス レー ベ ン(Eilsleben,Kr.Wanzleben),ク ウ ェ ン シ ュ テ ッ ト
かきさく

(Quenstedt,Kr.Hettstedt)な ど に お け る新 石 器 時 期 農 耕 ・家 畜 飼 育 民 の 垣 柵

ませが き や らい

(籠 垣 ・矢 来)と 土 塁 で 防 衛 さ れ た 定 住 地(befestigteSiedlung〔 図9〕)で は,

そ の 定 住 共 同 体 の 祭 儀 用 の 遺 物 と し て,早 期 刻 線 帯 文 土 器 文 化(diealteste

Linienbandkeramikskultur)の 装 飾 の 付 い た 低 熱 焼 き(600-800℃)の 小 祭 壇

("Altarchen")の 破 片,人 物 ・動 物(雄 牛)を か た ど っ た 偶 像(土 偶 ・木 石 像)

片(t6nerne,h61zerne,steinerneIdolfragmentevonanthropomorphen,zoomor一
ア ツ プ リ ケ

phenPlastiken),付 加 造 形 装 飾(figurateApplikation),動 物 を か た ど っ た 容

器 片,円 筒 形 に 研 磨 さ れ た 砂 岩 器 物,晩 期 刻 線 帯 文 土 器 文 化(diejungste
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ト ル ソ

Linienbandkeramikskultur)の 装 飾 の 付 い た 低 熱 焼 き の 胴 体 部 分 像(Torso),

べら

輪郭 と刻み 目を付 けた骨製箆,多 数の皿や鉢の破片 などが出土 している(〔 図

10・11〕)12)。 アイルス レーベ ンでは,上 記の雄牛土偶は,損 傷 を受け,破 壊

された頭部分が残 され,早 期刻線帯文土器文化時期の掘 り溝から,雄 牛の角の
うが

二列 に穴 を穿 った祭具(〔 図12〕)が 出 土 し,そ の掘 り溝iの北 へ6,7mの 場 所

と,晩 期 線 帯 文 土 器 文 化 時 期 の掘 り溝 のす ぐ北 の場所 で,そ れ ぞ れ い くつ か並

ん で 出土 した 墓穴 に,人 体 の 部 分 ・頭 蓋 埋 葬(Teil-andSchadelbestattung)

が行 な わ れ て い た13)。

す な わ ち,前 者 の早 期 刻 線 帯文 土 器 文化 時期 の墓穴 に,女 性 と男 性 の頭 蓋 部

分,あ る 穴 で は 西 部 分 に 人 体 の 左 足,そ の さ ら に 西 側 に 頭 蓋 冠

(Schadelkalotte),左 足 の南 東 に早 期 刻 線 帯 文 土 器 の 人形土偶 の轡部が埋 め ら

れ,穴 の 上 に は人 体 の 下 脚 脛 骨(Tibia)と 腓 骨(Fibula)が 置 か れ,種 々 の

遺 物 は破 壊 され,下 腿 骨 が 土 中 に垂 直 や斜 め に立 て掛 けられていた14)。 後 者 の
ひたい

晩期 刻線帯文土 器文化時期 の溝iな い し穴 は,溝 穴 に焼 け跡 が 残 り,額 に打 撃

の傷 跡 の あ る雌 の ヨー ロ ッパ ・バ イソ ン(Bisonbonausus)の 頭 蓋 部,切 落 と

され た角 の 円筒 形 部 分,そ して 「祭 儀 の粉 曝 き」(vituellesMahlen)に 用 い ら

れ,祭 祀 上 の理 由 か ら,破 壊 され て埋 め られ た粉 破 き白石(Mahlsteine)8組

の穀 粒 擦 り砕 き石 盤 な い し石 皿(石 台Reibeplatte)と 擦 り石(Schleifstein)

の破 片 な どの 出土 した祭 祀 ・供 儀 の場所(Kult-undOpferplatz,-stelle)で あ

っ た 。 そ の 切 落 さ れ た 角 の 円 筒 形 部 分 が,放 射 性 炭 素14C年 代 測 定 法

(radiocabon-,carbon14dating)に よ っ て,3953±60B.C.と され て い る15)。 こ

の 約20cm下 の とこ ろ に,17歳 か ら19歳 ほ どの女 性 が 極 端 に うず くま っ た姿勢
かせ

で,枷 を嵌 め られ て,犠 牲 と して捧 げ られ た とみ られ てい る骸骨16),あ る穴 に

2人 以 上 の,3本 ま で は確 認 され た左 手,頭 蓋杯(Schadelbecher)と して 用

い られ た と推 測 され た頭 蓋 冠,他 の穴 に幾 人 もの男 性 の足,新 石 器 時期 の地 表

面 か ら2.5mほ どの深 さの,以 前 に用 い られ た 直 径 約1.2mの 円形 の供 犠 の竪
ひざ

穴(供 犠場所Opferschacht・der-platz)に,犠 牲 に捧 げ られ,腕 を膝 か ら足 首 近

くの 下腿 部 に結 び付 け られた姿勢 で入れ られ てい た男性 の骸骨 などが,出 土 し
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a.小 祭 壇("Altarchen")

b.人 物 の 付 加 装 飾 片(anthropomorpheApplikationen)J
c.人 物(人 形)女 性 偶 像 片(anthropo.Idolfragmente)

〔図10〕 ア イ ル ス レ ー ベ ン(Eilsleben,Kr.Wanzleben,Bez.Magdeburg)に お け る 早 期 刻

線 帯 文 土 器 時 期(diealtesteLinienbandkeramikszeit),前5000年 ご ろ の 祭 祀 遺 物

(D.Kaufmann,KultischeAuberungen.,in:Religionu.Kultinur-u.fruhgesch.Z.,

Berlin1989,S.120,Abb.2,122,Abb4に 基 づ き作 成 。)
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a.ア イ ル ス レ ー ベ ン の 早 期 刻 線 帯 文 土 器 時 期 の 動 物 を か た ど っ た 土 偶 ・容 器 片

(FragmentevonzoomorphenPlastikenu.Gefal3en)

b.同 時 期 の 容 器 片

c.円 筒 形 に研 磨 され た砂 岩 片(einkonischzugeschliffesSandsteinstuck)

d.円 錐 形 に研 磨 され た砂 岩 片

e.ビ ル ッ イ ン ク ス レー ベ ンの 中期 刻 線 帯 文 土 器 時 期(diemittlereLBKZ)の 偶 像 片

f.ア イ ル ス レー ベ ンの 晩 期 刻 線 帯 文 土 器 時 期(diejungsteLBKZ),前4000年 ご ろ の

胴 体 部 分 像(Idoltorso)

g.同 期 の刻 み 目付 き骨 べ ら(profilierterKnochenspatel)

h.ッ ァ ウ シ ュ ヴ ィ ツ の 刺 突 帯 文 土 器 時 期(diestichbandkeramischszeit)の 前4000年 ご

ろ の 人 物 女 性 像("Venus",Frauenidol)

〔図11〕 ア イ ル ス レ ー ベ ン,ビ ル ツ イ ン ク ス レ ー ベ ン(Bilzingsleben,Kr.Artem),ツ ァ

ウ シ ュ ヴ ィ ツ(Zauschwitz,Kr.Boma)に お け る 帯 文 土 器 時 期 の 祭 祀 遺 物(D.

Kaufmann,a.a.O.,S.112,Abb1,120,Abb2,121Abb3,iJ.Herrmann[hrsg],

ArchaologieinderDDR.Denkmaleu.Funde1,Leipzigl989S.179に 基 づ き作

成 。)
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〔図12〕 ア イ ル ス レー ベ ン に お け る 早 期 刻 線 帯 文 土 器 時 期 の 掘 り溝(Graben)か ら出

土 し た 家 畜 雄 牛 の2列 に 穴 を 穿 た れ た 角(Lochreihen-verziertesHorneines

Hausrindes)の 祭 儀 具(D.Kaufmann,a.a.0.,S.123,Abb.5に 基 づ く。)



ヨーロッパ地域における帯文土器文化民の定住 と心性(163)

た。 また,ア イ ル ス レーベ ンの 当時 の定 住 地周 囲に,穴 溝 が あ り,そ の 基底 深

くには遺 物 は なか っ たが,当 時 の 地 表 面 か ら0.35mほ どの深 さの穴 と土 塁 を伴

う溝 の 下,地 表 面 か ら0.45mま で の と ころ に,人 骨 が 重 ね られ て い た。加 え て,

彼 ら帯 文 土 器 文化 民 の,祭 祀 ・供 儀 の場 所 や穴,あ る い は各住 居 の下 で は な く,

定 住 地 にお け る埋 葬(Siedlungsbesttung)の 行 な わ れ た墓 地 で,遺 体 の 頭 部

分 が 破 き白石 の 「擦 り砕 き石盤」 の上 に置 かれていた事例が,認 め られ る17)。

この よ うな慣 行 は,時 期 的 に以 後 長 期 にわ た り,各 地 の諸 文化 に見 出 され,中

部 ドイ ツ の 北 部 に広 ま っ た新 石 器 時期 後期 のベ ル ンブル ク文 化(Bernburger

Kultur.WalternienburgのElbmegalithkulturと の結 び付 きを もった)の 穴 と防御

掘 り溝(Palisadengraben)の 底 か ら人 骨 が 出 土 し,ア イ ル ス レー ベ ン近 くの

フ ォ ス ヴ ェ レ("Vosswelle")の 刻 線 帯 文 土 器 文 化 民 の 鐘 形 杯 文 化

(GlockenbecherKultur)へ 至 る段 階 さ ら にハ ン ガ リー,北 ドイ ツ の ハ ー ル

ツ(Harz)山 地 北 部 地 域,チ ェ コス ロ ヴ ァキ ア,中 部 ボ ヘ ミア,低 オ ー ス ト

リ ア(Niederosterreich),バ イ エ ル ン,ス イ ス,オ ー デ ル(Oder)川 上 流 域

の シ レ ジ ア(Schlesia)に 広 ま っ た 青 銅 器 時 期 初 期 の ア ウ ンイ ェテ ィツ文化

(AunjetitzerKultur.プ ラハ北西,屈 葬墓 の墓地遺跡 ウネテ ィチ ェ 置5cゐec1LUnetice

を標準遺跡 とす る)へ 至 る段 階 に,定 住 地 で の埋 葬 の 行 な わ れ た 墓 地 が存在 し

た。晩期刻線帯文 土器文化 の穴 と溝 の底の29個 所 に,人 骨 破 片 が1人 単 独 また

は幾 人 か の分 量 で 出土 し,ア ウ ンイ ェ テ ィッ文 化 の晩期 刻 線帯 文土器期 の穴 と

防御 掘 り溝 の底 か ら,人 骨 が 出土 した 。 これ らは防御 掘 り溝 の困難 な工事 によ
わざわ

る 災 い(禍)を 避 け,そ の安全な進行 と完成後 も敵 を上首尾 に防 ぐことを祈
ひとばしち ひ とみ ご く う

った神霊へ の 人柱(入 身御 供Menschenpofer)で あ った,と み られ る。

ア グ テ レ ク 洞 窟 に,祭 壇 の ほ か に,祭 祀 に 係 わ る 犠 牲 〔用 〕 の 穴

(Opfergrube)が あ り,供 え られ た物 や血 ま み れ の犠 牲 が捧 げ られ,そ れ らの

残 りの0部 が 収 納 穴(Depositgrube)に 入 れ られ て い た18)。 ベ ル ク リ ッツル ・

フ ォ ン ・グ ー ゼ ン,ユ ン グ フ ェ ル ン洞 窟 な ど の祭 祀 の場 所(Kultplatz)に お

とも も

いて,火 が灯 され,さ らにどんどん燃やされ,犠 牲 として,粘 土 を焼 き上げて

作 った祭具,土 器,粉 礪iき臼石,人 間 ・動物の血 肉などが供 えられ,栽 培植物
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したた
の 犠 牲 が 「供 儀 の 血 の 滴 ら な い 部 分 」(unblutigerTeilderOpferhandlung),

人 間 ・ 動 物 の 犠 牲 が 「供 犠 の 血 の 滴 る 部 分 」(blutigerTeilder

Opferhandlung)を 表 し て い た 。 そ れ らの 犠 牲 を 大 地 に埋 め,納 め,帰 す 形 態

を と っ た 穴 供 犠(Gruben-oderHohlenopfer)と と も に,定 住 地 に お け る 埋葬

に 当 っ て も,「 定 住 地 で の 犠 牲 」(Siedlungsopfer)が 捧 げ ら れ た 場 合 が あ っ た 。

これ ら は 「母 な る 大 地 」("MutterErde"),「 大 地 の 力 」(chthonischeKrafte)

お よ び 「死 ・死 者 へ の 崇 敬 」(VereherungdesTodes,derToten)が 結 び 合 わ

さ っ た 超 自然 力 な い し神 霊(iibernatiirlicheKrafte・derGottheiten),豊 穣 と

死 者 祭 祀 の 自然 宗 教 的 観 念 世 界 の も とで,犠 牲 が 捧 げ られ て い たユ9),と み る こ

とが で きる 。

神 霊 に,そ の 年 ・季 節 に最 初 に実 り,収 穫 され た穀 物 の 初 穂,新 穀 物,野 菜
はつ ものいけにえ

の初物 な どの初物犠牲(Primitialopfer)が 捧 げ られ た。 供 犠 儀 式 に お け る祭

儀 の会食 ・宴(ritueleMahleinderOpferzeremonien)が 行 な わ れ た際 お初

穂 の 穀 物(das"erste"Getreide)カ §粉 に曝 か れ,犠 牲 と して神 霊 に捧 げ られ,

最 初 に 生 まれ た牛,羊,山 羊 な どの 家 畜 の 犠 牲(OpferdeserstenTiers)も

供 え られ た20)。 アイ ル ス レーベ ンの掘 り溝 に は,晩 期 刻線 帯 文 土 器 の深 鉢 の破

片 が,壊 され た粉 確 き臼石 の擦 り砕 き石盤 と関連 を もって埋 め られ,そ の上 に

二 つ の(そ の うち一 つ は確 か に故 意 に壊 されていた)岩 石 製 道 具(Felsgestein-

gerate)が 置 か れ てい た。 犠 牲 の 「血 の滴 らない部分」 であ る穀 物 に伴 う祭具

の なか に,粉 確 き白石 や 土 器 が 含 ま れ,そ れ ら は祭 祀 にお け る粉 隈 き と調理

はた

(kultischeMahlenandKocherei)に 重 要 な 役 割 を 果 し21),エ ル ベ,ザ ー レ両

川 流 域 の バ ル レ ー ベ ン(Barleben),ツ ァ ゥ シ ュ ヴ ィ ツ(Zauschwitz)な どで,

掘 ら れ た 穴 の 底 部 に,祭 祀 の 際 に破 壊 さ れ た 穀 物 粉 罎 き 臼 石(Getreide-oder

Korn-Mahlsteine)の 破 片 が 置 か れ て,出 土 し た22)。 ヘ ル ンバ ウ ム ガ ル テ ン と

エ ッ ゲ ン ブ ル ク の 祭 壇 に は,な ん らか の 有 機 物 と コ ム ギ の 穀 粒 の 残 りが 判 別 さ

れ て い る23)。

当 時 の ヨ ー ロ ッパ 地 域 の 帯 文 土 器 文 化 民 は,コ ナ ラ や ブ ナ の 樹 間 を渡 る 風 の
うるお

音 に耳を傾け,湖 岸や川辺 に生育 した草木 に水の 潤 いを見,春 の到来 を土の
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温 も り に肌 で 感 じて 生 活 して い た と推 測 さ れ る 。 こ の よ う な 情 景 の も と で,森

や 地 中 の 穴 に 神 霊(Gottesgeist,Geistgotes;divinespirit.聖 霊derHeilige

Geist;HolySpirit)が 鎮 座 す る 彼 ら の 集 落 の 聖 な る 場 所 に,そ れ ら大 自然 の

恵 み を祈 りつ つ,神 霊 へ の 畏 怖(awe),畏 敬(aweandrespect),さ ら に は 崇

敬(reverence)の 心 を も っ て,犠 牲 を捧 げ て,共 存 の 生 活 を営 ん で い た,と

み る こ とが で き る で あ ろ う。 す な わ ち,当 時 の 人 び と に,自 然 界 にお け る 自然

現 象,人 間,動 植 物 の 作 用 や 活 動 に 秘 め られ て い る 超 自然 的,呪 術 的 な 諸 力

(iibernatiirliche,magischeKrafte)が 信 じ ら れ,こ れ が 情 意 的 に 感 得 さ れ,す
しず

べ て が 作 用 力 を及 ぼ し,生 き もの で あ る そ の 力 を,彼 ら は 鎮 め,取 り込 も う と

し(animatism),自 然 現 象,山 川 草 木,動 物,人 間 な ど に宿 る そ れ ぞ れ の 精 霊

(湖水 の精 ・樹 木 の精 ・息 吹 き ・生成 の力 ・生命 力 の根 源,の ち のlad.anima,animus,

spiritus;dθ 砿Spirit,Geist;engl.spirit),霊 魂 、(肉体 の う ち にあ っ て生 命 や心 に

働 きか け る原 動 力,の ちのde砿Seele;engl.souk.immortalityofthesoul),祖

霊 ・家 霊(Ahnen-andHausgeist)な どの,も ろ も ろ の 出 来 事 や 諸 現 象 を生 起

させ,肉 体 を活 動 させ,肉 体 や 現 象 と精 霊 ・霊 魂 と を仲 立 ちす る あ ら ゆ る霊 的

存 在(allesspirituelle,geistigeSein;spiritualbeings),大 地 と水,岩 石 と樹
クラfフ 　トフ アニ 　

木,動 植 物 と 性 な ど,祭 ら れ る も の,頼 れ る も の に,力 の現 れ
ハ イ エ ロ フ ア ニ 　

(Kraftephanomen:cra(f)tophany),神 聖 さ(聖 性)の 現 れ(Heirophamen;

hierophanie,hierophany),神 々(Goiter;gods),こ れ ら が 信 じ ら れ て い た

(spiritism,animism,hierophany,cratophany),と み る こ と が で き る 。 嵐 が 大 地

を 吹 き 荒 れ る と き,神 霊 の 声 が 聞 か れ,平 穏 と豊 作 を 祈 願 す る 彼 ら に と っ て,

未 知 な も の,異 常 な も の は,人 ・物 ・現 象 に 内 在 し,宿 る 精 霊,霊 魂,神 霊 の

超 自 然 的,呪 術 的 な 諸 力(iibernatiirliche,magzscheKrafte,dieWirkungdes

Geistes,derSeeleunddesHeiligenGeistes.誘 発 力Erregungen.Vgl.mans,

supernaturalonspiritualpowerPolynesians,hau,theideaofthesoulasa

エ ピフア ニ　

breathMelanesians,Maoris24)の 顕 現 と して,た とえ ば あ る一 つ の 石 が超 自

然 的 な力 をもつ のは,神 霊 が そ の石 と結 び付 き,常 時 の 自然 ・環境 以 上 の もの

とな っている状態 として,意 識 され て い た か らで あ ろ う。
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定住共同体の集落をなす人びとによって,超 自然的な力ない し神霊に,偶 像,
しんめい

土 偶,容 器,動 植 物,入 間 の 身 命(身 体 と生 命man'slife),道 具,飲 食 物 な ど

を犠 牲(の ちのlat.sacrificium神 聖 な も の と し て 捧 げ ら れ た も の,lat.伽 伽 α

い け にえ と され た獣 畜beastforsacrifice,sacrificialvictim;sacer神 聖 な,facere

げαc朗 作 る ・創 造 す る,行 な う ・捧 げ る ・祭 儀 を挙 行 す る,あ る状 態 を生 じさせ る,

sacrificare〔sacrifico〕 犠牲 を捧 げ る)と して 捧 げ る 聖 な る祭 儀 が,催 さ れ て い た 。

こ の い わ ば 公 共 の 供 犠(lat.5αCγ ヴ∫Cα伽 郷 疏 偽8αC噸 磁 ㎜ 郷61蜘 吻 の な か

に,集 落 の 人 び と に よ っ て 生 きた 人 間 や 動 物 が 殺 さ れ,そ の 生 命 と血 肉 が 神 霊

に 捧 げ られ,時 に神 霊 と祭 儀 参 集 者 が 血 肉 を飲 食 し合 う 「共 食 」 の あ っ た こ と

が,祭 祀 場 の 形 跡 や 遺 物 か ら,推 測 さ れ る 。 ベ ル ク リ ッ ツ ル ・フ ォ ン ・グ ー ゼ

ン,ユ ン グ フ ェ ル ン洞 窟,ア イ ル ス レー ベ ン な ど の 遺 跡 は,新 石 器 時 期 初 期 の

じんしんくぎ

定 住 地住 民 に とって,人 間 が 捧 げ られ た 人 身供 犠(人 身御供Menschenopfer,

humansacrifice)が,重 要 な意 味 を もち,大 きな役 割 を果 た して い た こ とを,

示 して い る25)。 そ れ らの 人 身供 犠 は か な らず し も全 身(intoto)で は な く,

部 分 犠 牲(pars-pro-Coto-Opfer)の 奉 献(oblation,offering)と 他 の部 分 埋 葬

(Stuckelbestattungen)の 行 な わ れ た場 合 が あ り,部 分 犠 牲 の頭 蓋,手 足,杯

と して用 い られ た頭 蓋冠 が,発 掘 され て い る。

帯 文 土 器文 化 民 の もとで,集 落 の誰 が祭 儀 の犠 牲 と され た ので あろ うか。ユ

ング フェル ン洞窟 において,発 掘 遺 物 に よ るな らば,犠 牲 と され た38人 の うち,

男 性 は わず か2人 で あ り,全 体 を年 齢 別 で み る と,1歳 未 満 か ら7歳 まで が23

人,11歳 か ら14歳 ま で が5人,18歳 か ら20歳 まで が10人 と推 測 され て お り,

グ ー ゼ ンにお け る供 犠 の場 所 で も,女 性 お よび子 供 の遺 骸 が 圧 倒 的 に多 く,こ

の こ とは ア イ ルス レー ベ ンにお いて も,当 て は ま る26)。従 っ て,当 時,優 先 的

に女 性 と子供 が 犠牲 とされ る事態 の多 か った ことを,指 摘 す る こ とが で きる。

ウ ラル(Ural)山 脈 の西 方,ヴ ォル ガ(Wolga)川 とそ の支 流 カマ(Kama)

川 流 域 か ら ヨー ロ ッパ 中部 地域 において これ までみて きた帯文土器文化 民の も

とで も,ま た広 く新 石 器 時 期 の 農 業 を営 んだ人び との もとで も,彼 らの 自然 宗

教 的観 念 に,死 者 祭 祀(Totenkult)・ 埋 葬 儀 式(Bestattungsritus)と 並 んで,
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経 済 の生 産 的形 態 へ の 移行 に係 わ って,自 然 祭 祀(Naturkult)と 結 び付 い た

豊穣 祭 祀(Fruchtbarkeitskult)が 生 じ,盛 大 な祭 祀 が催 され る よ うに な った。

そ れは 「母 なる大 地」("MutterErde"),太 陽,雨,水 そ の 他 自然 の豊 穣 性 に

影響 を及 ぼす と信 じられた もの を神霊 として崇敬 し,集 落 ・一 族 をあ げ て さ ま

ざ ま な儀 式 ・供 犠 ・祭祀(Ritus-,Opfer-undKulthandlungen)を 行 な い,ア

ク テ ィ ヴ な効 果 を祈 願 す る よ うに なった。農業 ・農 耕 自然宗教(Agrar-oder

Ackerbaunaturreligion)に 基 づ く農 業 祭 祀(Agrarkult)の 挙 行 で あ る27)。 こ

こ に み ら れ る 農 業 自 然 宗 教 は,自 然 諸 力 ・現 象 の 体 現 ・擬 人 化 と崇 敬

embodiment;PersonifizierungvonNaturkraftenund-erscheinungen,andderen

Vereherung)か ら祖 先 祭 祀(Ahnenkult)ま で に及 ぶ 多 様 な 自然 宗 教 観 念 を含

み,そ れ らの な か で,自 然 諸神(Naturgottheiten)に 農 業 の恵 み と生 活 につ い
やわ わざわい

ての支えを期待 し,天 災に対 して自然諸神 を恐れ,怒 りを和 らげ,禍 を避 け,

豊穣 を祈 った神霊信仰(GlaubeanG6tterundGeister)が,当 時の観念基盤

をなすに至っていた,と い うことがで きる。彼 らは自然諸神 に作物,な かで も

穀物の豊穣 と健康な家畜の飼育を祈 っていた28)。そ して,帯 文土器文化の彼 ら

農耕 ・家畜飼育民のもとで,前4000年 ごろに,0般 的に,低 位なが らも,経 済

生活的剰余 と定住共同体の社会的発達 によって,ア イルスレーベ ンの定住にお

いて先駆的に定住地の周囲に掘 り溝,木 の柵,土 塁壁,防 御囲いのめ ぐらされ

た集落が出現 しているが,そ の集落をあげて住民のいわば非生産労働へのかな

りの従事 も可能 となっていった。
かたど

新石 器時期 早期 か ら,な ん らか の 象 りを され た木 ・粘 土製偶像,人 物 ・動

物 偶 像,祭 儀 用 容 器 な どが作 られ て い た が,そ れ らの な か に,女 神 像 と動物 の

雄 像 が 対 照 的(contrastive)に 存 在 して い た場 合 が あ る。 す で に,チ ャ タル ・

ヒ ュユ ク に お い て,大 自然 の,ま た農 業 上 豊 穣 の 女神(Muttergottheit)と 力

たいく

の象徴 としての成熟 した体躯の雄牛(Stier),雄 羊(Widder)が 崇敬 されて

いたが,ヨ ーロッパ地域 においては,神 霊に血の滴る犠牲が捧げられ,人 のほ

かに他の動物 も奉献 の対象 とされ,両 者が一緒 に供えられた場合があった。ア

イルス レーベ ンでは,上 記のように,刻 線帯文土器文化早期の掘 り溝 に,二 列
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に並 ぶ穴飾 りを穿たれた雄牛 の角柱 の祭具が 出土 し,同 時期 の遺 物 に人物 ・動

物(雄 牛)の 土 偶 片,そ の掘 り溝 近 くと,刻 線 帯 文 土 器 文 化 晩期 の溝 近 くのそ

れぞれい くつかの墓穴 に,男 女 の 身体 の部 分 埋 葬 が 行 な われ,同 晩期 の溝 の以

前 か らの供 犠 ・祭 祀 の場所 に,粉 磯 き臼石 の擦 り砕 き石 盤 ・擦 り石の破片 に囲

ま れ る 状 態 で,そ の 下 わ ず か20cmの 深 さ の 位 置 に,定 住 地 犠 牲

(Siedlungsopfer)と して,17歳 か ら19歳 ほ どの女 性 の 完 全 に揃 っ た体 の 犠牲

("Menschenopferintoto")が 奉 献 され て お り,こ の す ぐ上 に粉 罎 き白 石 と一

緒 に,切 落 され た角 の 円筒 形 呑 み 口お よび額 を殴打 された雌 の ウー ア(野 牛Ur,

アオア ァオ ックスAuerochse.飼 育 された ものか)の 頭 蓋 が 置 か れ て い た。 若 い女

性 の身体 と雌 ウー アの頭蓋 と生命 は,集 落 あ げ て の穀 物 栽 培 と家 畜飼 育の豊穣

性(Fruchtbarkeit)の 象徴 化(Symbolisierung;symbolizing)と 考 え られ る。

当時,通 常 の埋 葬 の遺 跡 に,安 置 され た遺 体 の頭,手,足 な どの欠 如 して い

た埋 葬 の跡 が あ る29)。 ドイ ツ中部 の メ ル ケ ヴ ィ ツツ(Merkewitz)の 墓 地 で は,

頭 部 の ない8歳 か ら10歳 ほ どの少 女 が埋 葬 され て お り30),ア イ ルス レーベ ンで

は,刻 線 帯文 土 器文 化 の早 期 以来,遺 体 が一 部 を細 か く切 断 され た分 断 ない し

部分埋 葬(Stiickel-oderTeilbestattung)と 人体 が 切 り刻 まれ た 頭 蓋 ・手 ・足

の 断 片 犠 牲(pars-pro-toto-Opfer;daszerstiickelteOpfer,Stiickelopfer)の

奉 献 が 行 な われ31),上 オ ース トリ アの ベ ル ク リ ッツ ・フオン ・グーゼ ンの供犠
したあご

の場所 に,人 体 部分 の お びた だ しい骨 が残 ってお り,頭,歯,下 顎 な どの 身体

部 分 の 崇 拝(VerehrungmenschlicherKorperteile)が 行 な わ れ た,と み られ

て い る32)。 祭 祀 の犠 牲 の頭 蓋 に,下 顎 の 欠如 して い る ものや 下 顎 の特 別 に扱 わ

れた もの もあ り33),刻 線 帯 文土 器 文 化 晩期 以 降 の ア イ ルス レーベ ン,タ ォバ ッ

ハ(Taubach,Kr.Weimar)な どで,親 しい 人 の 亡 くな っ た場 合,追 悼 の た め

に,身 体 の一 部分 の 下顎 な どが穴 を掘 って別 に埋 め られた り,持 ち運 ばれ た り

す る こ との行 な われ た34)こ とが,認 め られ る。

い か な る帯 文 土 器 文化民 の共同体 も,祭 祀 挙 行 に当 た り,む や み に,ひ たす

ら人 身供 犠 のみ を行 な っ たので はな く,彼 らの 共 同体 的祭 祀 の 「血 の滴 る人 間

お よび動 物 の犠牲」 とと もに,彫 刻 像 ・粘 土 像,人 形 ・動 物 形 土 偶 な どが,
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だいたい かたしろ

代替(身 代 り ・形代)犠 牲(Substitutsopfer)と して,捧 げ られ35),彼 ら 自身

の滅 亡 をみず か ら招 来 す る危機 に落 ち込んでい ったのではなかった とい うこ と

がで きるであろ う。 その新 石器時期 早期 の農耕 ・家畜飼育民 の もとで,犠 牲 に

にんぎよう えぞう

予定 される人間が 人形,絵 像,ま た女性の犠牲が粘土製女性像,さ らには焼

きパ ンなどによって代替 され,土 偶その他が代替犠牲 として役立てられ,人 間

と動物の身体 と生命の犠牲が代替物 に反映 して,そ れらは生 きているもの と同

様に見倣 されて,捧 げられていた,と みることができるであろう。

犠牲に捧 げられる人は,新 石器時期,さ らには金属器時期に,慣 例的 となっ

た祭祀の場合,捧 げられる比較的長いあいだ前から,神 霊によって白羽の矢を
なか ま

立てられ,そ の人は仲間を代表する,住 民のなかでより高貴な者 として,神 聖

にふ さわしい存在 となっていた36)。定住地域の集落住民が関与 した祭祀 におい
コ　 む らお さ

て,祭 儀 を 取 り仕 切 る 祭 司(Priester),長 老(Alte,Alteste)な い し村 長

(Dorfalteste)が 現 れ た37)。 人 身供 犠 の背 景 に,人 身 を捧 げ た 人 び との全 体 的

な グ ル ープがで きてお り,自 然 宗 教 的 誘 因(dienaturreligioseGriinde)の も

とに,定 住 の発 達 に伴 う中刻 集 落 を囲 む さらにそれ以上 の大規模 な祭祀 共同体

が係 わるこ とになった。 この ように,帯 文 土 器 文 化 民社 会 の い くつ か は,共 同

体 成 員 全 体 に よ っ て,供 犠 が 祭 儀 と 結 び 付 き,祝 祭 と 饗 宴 の 形 態

(Kulthandlungenund-zeremonien,feierlicheundfestlicheFormen)で 行 な わ

れ,エ ル ベ,ザ ー レ両 川流 域 の刻 線 帯 文 土 器 文化の時期 の遺跡 お よびクェンシ

ュテ ッ ト(Quenstedt)に お け る刺 突 帯 文 土 器 の 時期 の後 期 のいわゆる 「円形

聖 地」 の 中央 祭 祀場(zentraleKultstattein``Ringheiligtum")で は,近 隣…の

い くつ か の定住 共 同体(Siedlungsgemeinschaften)な い しよ り大 き な団体 とそ

の声 望 の あ る人物 によって,供 犠 の儀 式 が行 な われ,祭 祀 跡 を残 して い る38)。

この祭 祀 に は,共 同体 な い しそ の集 合 体 の成 人 した成員の誰 もが締 め出 される

こ とな く,大 勢 が参 集 した,と み られ る。 エ ルベ,ザ ー レ両 川 流 域 の刻 線 ・刺

突 帯 文 土 器時期 に,長 期 に利 用 され た祭 祀 ・供 犠 場 所 は,遺 跡 と して確 認 で き

て い な い が,ア イ ル ス レー ベ ン,バ ル レーベ ン(Barleben),ツ ァ ゥシ ュ ヴ ィ

ッツ(Zauschwitz)な ど に お い て,か つ て 執 り行 な わ れ た 祭 祀 ・供 犠 の場所
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に再度祭祀 ・供犠 の行 なわれた形跡が あ り,こ れ らの場 合,帯 文 土 器 文 化 の農

耕 ・家 畜 飼 育 民 は,豊 穣 の祭 祀 を執 り行 な う行 為 主体 であ ったのみな らず,彼

ら 自 身 伝 統 的 な 祭 祀 の 客 体(object)で も あ り,人 身 供 犠 は 農 民 共 同 体

(bauerlicheGemeinschaft)が 共 同体 成 員 を挙 げ て継 続 して,超 自然 諸 力 の 効

果 を祈 願 して行 な われ た もの と推 測 され る。彼 ら初期新 石器 時期 農民 的住 民

.(friihneolithischebauerlicheBevolkerung)1ま,い ま だi擬 人 化 さ れ た 神 々

(personifizienteGottheiten)を 崇 拝 して お らず,共 同体 を な す 人 び との心 に,

「豊穣 へ の 崇敬 」(VerehrungderFruchtbarkeit)は,太 陽,雨 な どの 自然 崇 拝

と と も に,「 母 な る大 地 」("MutterErde")と 女 性(weiblicheWesen)が 誕

生 ・成 長 ・豊 穣 ・死 滅 と緊 密 に結 び付 け られ て祈念 されてお り39),し ば しば女

性 の犠 牲 お よび そ の他 の犠牲,代 替犠 牲 の残 余 が 地 中 に埋 め られた ことが,そ

れ を示 して い る40)。 農 業 を営 む彼 らの 生活 の も とで,動 物 犠 牲 に偶 蹄 類 の家 畜

が 多 く,3歳 未 満 の 未 経 産 の,こ れ か ら子 を 産 む 雌 牛 が 犠 牲(sacrificia1
なぞ ら

heifer)と さ れ,ま た花 盛 りの 穀 物 畑 に つ い て は,妊 婦 に準 え,そ の 畑 に押 し

入 って妨 害 して は な らない とされてい た41)。

血 の滴 る犠 牲 が,祭 祀 の 際 に,粘 土 像(figuraleTonplastiken,人 物 ・動物 の土

偶Tonfiguren,偶 像Idole),植 物(草 花 ・穀物),装 身 具,道 具 な どの い わ ゆ る

血 の滴 らな い犠牲 と関連 し合 って捧 げ られてい た。そ こで は,犠 牲 と供 犠 祭 儀

に仲 立 ち(Mittler;medium)の 役 を果 たす さ ま ざ ま な祭 具 は,そ れ 自体,犠

牲 で もあ り,世 俗 で用 い られ た粉破 き白石 や 容器 な どの 日常大切 な もの,あ る

い はあ り きた りの もの で あ っ て も,神 聖 さを帯 びた 聖 な る祭 具 と見 倣 された。

刻線 帯文土器文化期 の40体 を越 え る女 性 の人 身 犠牲 は,牛 ・馬 の 身体 部 分 とと
てのひら

もに捧げられ,ま た祭壇 には,た とえば女性の切断 された二つの 掌 か ら肘

までの前脾および分けられた頭蓋の半分が供 えられるという状態42)がみられた。

動物犠牲は人身犠牲 を強め合い,あ るいはこれにとって代わ り,刺 突文土器文

化期 には一層多 く現れるようになる。帯文土器文化民の もとで,人 または動物

の体,そ の一部分,頭 蓋,轡 部,手,足 などが犠牲 とされ,他 の切断された部

分が別 に埋葬 された。分断と並んで,粘 土像,道 具,祭 具などは,故 意に壊 さ
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れ て い る 場 合 が 多 い43)。 中 部 ド イ ツ の マ ー ル ブ ル ク 近 く の シ ュ ロ ェ ク

(SchrockbeiMarburg),ウ ェ ッ テ ラ ウ の ロ ッ ケ ン ベ ル ク(Rockenburg,

Wetteraukreis)な ど で は,粘 土 像 は,破 壌 を予 定 し て,分 断 さ れ る 頭 と体 の

ほぞ

部分 が嵌め合 わせの柄(PaBstift;pin,tenon)に よ って繋 げ られ てい た44)。 粘

土 像 は,人 身 の分 断 ・部 分犠 牲 に対 応 して,意 図 的 に壊 され て捧 げ られ,部 分

の破 片 が 別 々 の場 所 に埋 め られ る ことがあ った。す で にヴ ィンチ ャ(Vinca)

遺 跡 の1000個 を越 え る粘 土像 の うち,ご くわ ず かが 完 全 に破 片 を繋 ぎ合 わせ る

こ とがで きた にとどま り,故 意 に壊 され た粘 土像 や祭 具 の破片 は,さ ま ざ まな

場 所 に 安 置 さ れ た 場 合 が 多 く,な か に は そ れ らが 耕 地 の 呪 術 的 豊 穣 化

(magischeBefruchtung)の た め に埋 め られ た場 合 が 認 め られ てい る45)。 供 犠

祭 儀 と結 び付 い て,そ れ らの破 壊 が行 な われ て い た 。

神 霊 は,供 犠 祭 儀 にお い て捧 げ られ た奉 献物(供 物Opfergaben)を 断 る こ

と もあ る と信 じられ,そ の 場 合 に,共 同成 員 は そ れ に代 わ る もの を捧 げる義務

を負 い,「 人物 ・動 物 粘 土 像 や 祭 具 の破 壊」 そ の ものが供 え られたほか に,人

身 ま る ご との 犠 牲(Menschen・pfer,humansacrificeintoto)が 供 え られ た り

も した 。 そ れ らの奉 献物 の破 壊 ・血 の滴 りについて は,洞 窟,溝 や穴 な どで の

神 霊 の御 加 護 下 の神聖 な領域 にお ける奉献物 の破壊 ・血 の滴 りとそれ らの地 中

へ の収蔵 が行 なわれ,破 壊 と収 蔵 に よっ て,奉 献 物 が 世俗 の 目的 に提 供 されず,

取 り戻 す こ との で きな い もの で あるこ とが,意 味 され て い た46)。 彼 ら新 石 器 時

期 初 期 帯 文 土 器 文 化 の農耕 ・家畜飼育民 の もとで,祭 祀 に向 けて犠 牲 に見 込 ま

れ た 人 と家 畜 の聖 なる高揚(Erhohung)が あ り,「 豊 穣 の神 々」("Gottheiten
かたち

derFruchtbarkeit")の 形 あ る も の,具 象 な い し 具 象 像(Anschaulichkeit

oderAnschauungsbild)に 係 わ る もの と して,犠 牲 が 捧 げ ら れ,そ れ らの 故 意

の,わ た く し た ち か らみ て 悲 惨 極 ま りな い,非 合 理 的(irrational)な 殺 害 と

破 壊 は,敬 慶 な 自 然 宗 教 的 観 念(naturreligiδseVorstellung)の 表 象 世 界 に 包

ま れ た 神 霊 と彼 ら と の 交 わ り(heiligeKommunizierung,Verbindungmitdem

Gottesgeist;holycommunicationwithdivinespirit,holdingcommunion霊 的 交

渉 ・交 流)の 祭 祀 ・供 犠 儀 式(Kult-undOpferzeremonien)で あ っ た47),と み
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る ことがで きる。上記 の アイルス レーベ ンの晩期刻線帯文土器時期 の溝 下 に1

人 の 若 い女 性,そ の上 に雌 の ウー アの頭 蓋 部分 とともに,壊 され た穀 粒 粉 磯 き

白石 の破 片 が埋 め られていた例 に表 れた ように,大 地,「 豊 穣 の神 々」,人 身 ・

動 物 ・粘 土 像 な どの犠 牲 の あいだの境界や本質的 な区別 は もはやそ こではほ と

ん どなか った。祭具 は全体欠 けず に揃 って,あ るい は壊 され て分 散 して,洞 窟

供 犠 の場 所,供 犠 穴 な い し収 納 保 管 穴 に,安 置 され た り,埋 め られ た り した。

祭 具 の なか の上記 の祭祀 と結 びつ いた粉醸 き白石 は,調 理 の役 割 を果 た す と同

時 に,祭 儀 的 穀 粒 粉 磯 き(dasrituelleMahlendesGetreides)に よ っ て,「 豊

穣 の神 々」 との合0が 図 られ,高 揚 され た 「豊 穣 の神 々」 の殺 害(dieTotung

des"GottesderFruchtbarkeit")が シ ンボ ライ ズ され て い た と解 される48)。

粘 土 製 人 物 像 の な か に,男 性 像 も見 出 され る場 合 が あ るが,女 性 像 の よ うな

豊 穣 性(Fruchtbarkeitsgottheit)を か な らず し も表 さず,ユ ン グ フ ェ ル ン洞

窟 を は じめ,各 地 の遺 跡 に,数 量 的 に粘 土 製男 性 像 が わず か であ った49)よ うに,

現 実 に男 性 人 身犠 牲 そ の もの の 割合の少 なか った面 も,反 映 して い る。 む しろ,
とうがいかん

男 性 の 頭 蓋 冠(Schadelkalotten)が 注 目 され る 。 刻 線 帯 文 土 器 分 布 地 域 の ドラ

ス ブ ル ク 近 くの タ ボ ラ ッ ク(TaboracbeiDraBbung/Burgenland)の 墓 内 に,

しつ くい

18個 の男性頭蓋冠が土器,漆 喰,粉 曝 き白石 と一緒に埋められてお り,ア イル

ス レーベ ンの刻線帯文土器文化民の定住の墓穴か らは,少 な くとも3個 の男性

の明 らかに頭蓋杯(Schadelbecher)と して用い られた ものが出土 した。 タボ

ラックでも,人 為的に杯 に仕上げられた頭蓋冠のなかに,30歳 に近い男性の頭

蓋杯がある50)。成人頭蓋杯 は金属器時期の他の祭祀 ・供犠の場所からも出土 し

51)
,祭 祀 ・供犠儀i式に祭具 として用い られていた52)。表面 に装飾のように人面

かたど あまうらな ご

を付 けた容 器,動 物 を 象 っ た容 器(holyvessels)は 雨 占 い ・雨 乞 い の 祭 儀

に用 い られ,頭 蓋 杯 と と もに,そ れ らの容 器 に,飲 食 物 が 入 れ られ,「 豊 穣 の

神 々」 と一 緒 に,参 集 者 ない しそ の代 表者 は飲 食 し合 い,一 体 化 が 図 られ た,

と推 測 され る。

テ ィー フェ ネ レル ン,グ ー ゼ ン な どの祭 祀 施 設,供 犠 の場 所,ア イ ル ス レー

ベ ンの 晩 期 刻 線 帯 文 土器文 化期 の掘 り溝 な どで,点 火 ・燃 焼 の跡 が あ り,祭
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祀 ・供 犠 の仲 立 ち に,照 明 と浄 化 の火 も用 い られて い た。人身 ・動植物 ・粘土

像 ・祭 具 な どの供 犠 と点火 が,な に よ り も共 同 体 全 体 の 周 知 の 公 共 的奉 献

(offensichtlicheallgemeineGabendergesamtenGemeinschaft)で あ っ た,と

み る こ とが で きる。

ア イ ルス レーベ ンにお ける早期刻線帯文土器民の定住 地 に現 れた多数 の粘土

製 の人物 ・動物 を象 っ た祭祀 像(anthropo-undzoomorpheKultfiguten)の な

か に,家(Haus)の 神 聖 な領 域(sakralerBereich)に 所 属 し,稀 れ で は あ っ

たが,屋 敷 地 よ り幾 分 高 め られ て設 け られた小 祭壇 の場所 に,家 族 に よ って作

られ,安 置 され た祭 祀 像 が 崇 拝 さ れ て いた。 この ように,定 住 ・祭 祀 共 同 体

(Siedlungs-oderKultgemeinschaft)に よ って祭 祀 と供 犠 が行 な わ れ た ほか に,

家 族 レベ ルの比 較 的狭 い範 囲 の人 び との もとで,粘 土 製祭 祀 像 が祭 られ,あ る

い は代 替 犠 牲 と して神 霊 な い し家霊 に奉献 され ていた。家族(Familie)に よ

る祭祀 ない し供 犠 は,一 般 的 に,新 石 器 時期 後期 の前4000年 以 降,ド ー ナ ウ川

流 域 第1期 文 化 か ら地 域 的 な発 達 を遂 げ て,ド,___.ナ ウ川 中流 域 か らパ ンノ ニ ア

平 原,ハ ンガ リー 地 域 の 複 合 集 落 の 中 央祭 祀施 設 を もった レンジェル文化 民

(Lengyelkulturleute),後 期 刺 突 帯 文 土 器 文 化 民(spateStichbandkeramik-

kulturleute)の 時 期 的推 移 の過 程 に,家 族 の祭 祀 と して,除 々 に分 離 析 出 して

くる53)。

ヨー ロ ッパ 地 域 の新 石 器 時 期 に,自 覚 され た1年 の移 り変 わ りに対 応 して,
こよみ

生 活 の 暦(calendar)に 春 夏 秋 冬 の慣 習 が 盛 られ,春 祭 り(Friihlingsfest),

夏 至 ・冬 至 祭(Sonnenwendfeier)な どの始 ま りが 民 衆 の生 活 暦 と して 日程 に

のぼ って きた ことが,認 め られ る。 農 業 労働 に関 す る天候 の予知,耕 作 の 開始

期,播 種 の時 期,放 牧 期,収 穫 期 な どが,鶏 の 生 ん だ卵 の大 き さや蛙 の 鳴 き声

で判 断 され,播 種 に先 立 ち,種 子 と鶏卵 を置 き,村 の子 供 達 が拾 い…集 め,豊 穣

かんばつ

を祈願 し,種 子 を旱越から守るため,村 の女性達が種子 にも,参 集者にも,水
つ

を注 ぎ,旱 越 の 際,女 性 達 が 川 に は い り,白 樺 の枝 束 を水 に浸 け,「 水 の母」

("MutterdesWassers")に 雨 乞 い を し,あ るい は季 節 が 移 ろ って,穀 物 刈 入
かゆ

れの最初のi穀物束は,村 で信望の厚い老女が刈上げ,新 穀物の粥 ・パ ンが,祭
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祀 の聖所 で,彼 らの織 っ た布 の上 に,他 の飲 食物 と と もに,食 事 に出 され る慣

習(Herbstbrauche収 穫の諸慣習,havesthome刈 上 げの祝宴)の 始 ま りが,推 測
ヴアイラド

され てい る54)。 定 住 の 進 ん だ 小 村 共 同体(Weilersiedlungsgemeinschaft)と

氏 族 秩 序(Sippenordnung)が 影 響 を 与 え55),祭 司(Priester)な い し長 老

(Alte)が,聖 所 で の祭 祀 に,自 然 諸 力 ・神 霊 に よる豊 か な実 りと健康 な家畜

の成育へ の加護 を述べ たであ ろう。飲食物 のはいった容器が火 の上 に置かれ,

飲 食 物 の 一 部 が"MutterErde"と 死 者 の 死 出 の 旅 の食 糧(Wegzehrung)な
は し

どのために,畑 に埋 め られ,あ るい は穀 粒 ・パ ンの切 れ端,鴨 の 肉 な どの はい
かご

っ た 籠 と飲 料 入 りの 容 器 が 家 近 くの 木 に つ る さ れ る な ど の 日常 の 農 業 ・村 落 ・

祖 先 祭 祀(Agrar-,Dorf-andAhnenkult)が,遺 物 に 形 跡 を 残 して い る 。

ヨ ー ロ ッパ 地 域 で は,紀 元 前5000年 な い し前4000年 ご ろ,初 期 農 耕 ・家 畜 飼

育 住 民 の 自 然 宗 教 的,精 神 的 観 念 世 界 と豊 穣 祭 祀(naturreligiose,geiStige

VorstellungsweltandFruchtbarkeitskultderfriihneolithischenBodenbauer-

lichen,ViehhalterlichenBevolkerung)の も と で,神 霊 が 宿 り鎮 座 す る と信 じ

られ た 森 林,大 地,丘 の 上,山 頂 に 向 け て,共 同 体 的 に 祭 祀 を執 り行 な う場 所

が 定 め られ,神 霊 を祭 り,豊 穣 ・家 畜 の 健 康 を は じ め,諸 々 の 目的 の 達 成 成 就

と 平 穏 を 得 よ う と す る 社 会 的,呪 術 ・ 精 神 的 生 活(dassoziale,

magisch-geistigeLeben)が 営 ま れ て い た56)。 当 時 の 自然 ・社 会 環 境 条 件(die

natiirlicheandsozialeUmweltbedingungen)の も と,彼 ら は 万 事 を 「あ の 始 め

あけぼの

の と きに」(inillotempore)と い うい わ ば祖 型 に合 わ せ て,黎 明 に 当 り,為

され てい た生成 の力 との交 わ りを,繰 り返 し行 い,行 為 の規 範 を踏 み,受 け継

ぎ,確 実性 を強 め つ つ,成 果 を得 よ う と祈 願 した。神 霊 の もた らす陽光 と慈雨

は,大 地 を豊 潤 に し,生 命 を芽 吹 かせ,地 母神 の宿 る大 地 は,穀 物 の 実 りと家

畜 の 成育 を もた らす57)。 日常 生 活 の動 植 物 の誕 生 と死 滅,発 芽生 育 と枯 死,と

りわ け豊 穣 は,妊 産 婦(Gebarerin;pregnantwomen)と 関連 づ け られ,豊 穣

の 崇 敬 の シ ンボ ル(VerehrungssymbolderFruchtbarkeit)は 母 親 の シ ンボ ル

(Muttersymbol;nursingmotherssymbol)と 同0視 され,生 命 が 息 吹 く岩 石 の

裂 け 目や大 地 の溝穴 に由来 し,地 母 神 の胎 内 に挿 入 され てい た と信 じられた幼
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児 は,母 親の出産後,も う一度,大 地 に置かれ(「 土の揺藍」),力 を得 て,抱

きかかえられ,母 親の乳房にすが り,胸 に憩いの場 を見出 して育つ。そこでは,

大地と動植物 ・人間が呪術共感的に結び合ってお り,大 地は豊かな生命 を内包

し,人 びとは神霊 との抱擁によって多産が得 られると信 じられ,大 地 ・農耕 ・

女性,食 物共食 ・共生が,公 共の祭祀 とかかわっていた58),と みることができ

るであろう。
いただ けが

ふだん家畜 と穀物 を食糧に し,そ れらの生命 を頂(戴)き,み ずか ら汚(}

れた状態に身を置 くことに対 して,こ のいわば 「肉食獣 との同一」 を避け,つ
かんばつ

ねひごろ生命 を解放 させる蹟罪の儀式を行 ない,あ るいは差 し迫った旱魑の雨
ばら なだ

乞い ・疾病抜い,他 集団 との戦勝の祈願 などの事態 に,神 霊 を宥め,讃 える祭
しがん

犠が催 されていた。上記のように,彼 岸 と此岸の境の設定された聖域 において

祭儀が執 り行なわれ,聖 界 と俗界 を仲立 ちする血の滴 りと破壊の表象 を通 じて,
ほうち く

好 ましい聖性の祝福 の受容,好 ましくない悪霊の追い払い(放 逐)あ るいは汚

れの抜いなどの成就 される公共の儀式において,犠 牲は,聖 俗両界の媒体をな

していた。神霊の宿 る聖界 と人間の俗界 は,供 犠の祭儀が挙行 されることによ

って,両 者の境界領域が一段 と広がってい く空間となり,祭 祀の場所が神秘な

霊的交流の生起する所 となる。犠牲は聖化 されるに対応 して,俗 界から聖界 と

の境域へ とその帰属 を移 しつつ,聖 性の高まりの感 じられた境で,殺 害,破 砕

された。犠牲にとって,そ の時点で,俗 界の交わ りの混交状態が生 じたのでは

ないだろうか。犠牲 は超 自然諸力の制裁 を避けるための冒 してはならない神聖

に近づいた特別なもの,あ るいは逆 に平穏 を脅かす恐れるべ き触れてはならな

い不浄なもの,危 険なもの となり,タ ブー視 され,禁 忌の祭祀が挙行 されてい

た,と みることがで きる。

以上のように,新 石器時期初期の帯文土器文化民の もとで,奉 献 された犠牲

の生命は,祭 儀ののち,聖 界 に属 し,聖 界の ものと信 じられ,俗 界 に残った死

体 の0部 は,収 納穴のほかに,実 際に土穴のなかに埋め込 まれ,あ るいは焼却,

散布 された。混交 した聖俗2つ の世界はふたたび分離するが,俗 界 はひとまず

安定を回復 し,生 命力 ・繁殖力 ・浄化力 を獲得すると考えられていたのであろ
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うと推測 される。 この ような諸力が犠牲 によって要請 ・祈願 された背後に,当

時の人びとの自然宗教的観念世界 と,旱 越,疾 病,戦 乱に対する集落共同体の

危機への現実的対応があ り,集 落を挙げて,犠 牲 を介 して,聖 界の神霊 との交

流が図られ,時 には供犠 された動植物や飲み物 を飲食 し合 う 「神人共食」によ

って,公 共的に,神 霊 と犠牲 と人び ととの0体 化,生 命力 をは じめ とする諸力
やく お

の確保,厄 落 としなどの希求される事態が存在 した。のちには,居 住地 ・農地
シ　 ズ ン

の区画設定,時 候(season)の 推移,定 住場所 ・生活状態の変更の確認,共 同

態(体)成 員の通過儀礼,犯 した罪の赦免,有 力者の王位への登極 など,神 霊

に犠牲や財物の贈 り物 を捧げて,恵 み と祝賀 を期待するようになる。当時の人

びとにとっては,い わば犠牲 を含む祭祀そのものを,神 霊に奉献 していた。彼

らは大 自然のなかで,目 にし,耳 にした事態から生 じた観念世界の神霊の加護

の もとに,聖 域地において催す祭祀 を拠 り所 として,暮 らしを立てていた,と

みることがで きる。
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